富大比較文学, 第7集, 2014.12.12（全体） by 富山大学比較文学会
富大比較文学第七集
富山大学比較文学会編集・刊行
2014 
小説家としての賀川豊彦
ーー！『死線を越えて』
はじめに
を中心に｜｜｜
荻
キす
成
昭
一九一四（大正一二）年にはプリンストン大学及び神学校に入学の
ために渡米し、アメリカの社会事業、労働運動を垣間見る。ニューヨークでは労働者のデモ行進に遭遇、またユタ州で書記として小作人組合の運動を直接指導し、そ 経験から労働運動の必要を痛感した二九一五年に 貧民窟での経験を踏まえて『貧民心理の研究』を出版する。賀川は一七年に帰国するとふたたび葺合の貧民窟に入り、米国留学中の体験から貧困問題を解決する手段として 組合運動を重要視していた 鈴木文治率いる友愛会と接触し、一九一九（大正八年）に友愛会関西労働同盟会を結成、理事長となった。賀川は二一二年の関東大震災救済 ために東京へ移住するまで、神戸葺合の貧民窟を拠点とし、 、神戸市連合 の活動に参加するなど様々な労働運動に参加 た。
一九二
O
（大正九）年には自伝的小説『死線を越えて』を発表し
た。『死線を越えて』は賀川の自伝的小説である。その内容は 明治学院に通う新見栄一は周囲の救済の めに困窮し学費 払うことが難しくなり、学校 やめ徳島の父の元へと帰り学校の教師をするなどして生活をする。彼は友人や家族と 関わりなどの中でさまざま
賀川豊彦（一八八八
i
一九六
O
）は社会運動や執筆活動など幅広
い範囲で活動を行っていた。そこではじめに、賀川豊彦がどのような人物であったのか、また、この研究の中で扱う『死線を越えて』がどのような作品であったのか見てみたい。賀川は一八八八年七月一
O
日、神戸市兵庫島上町で生まれた。父
は回漕業者 賀川純一。母は芸者 菅生かめである。彼は徳島県板野郡堀江村の第二堀江尋常小学校を卒業し、進学し
た県立徳島中学校の在学中（一九
O
四年）に宣教師の
z・？マヤス
博士より洗礼を受ける。その後明治学院高等部に進学、二年修了時に神戸神学校へと転校し、小説「鳩の真似」（後の『死線を越えて』）の執筆を開始した。また、賀川は自伝的小説『死線を越え 』を発表する以前から、神戸市葺合新川での路傍伝授を始めている。一九O九（明治四二）年、二一歳のときから神戸葺合の貧民窟に住み込み、二二年（大正二）にはる 結婚。ともに貧民窟の救済に当たった。
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な精神の遍歴を経て神戸の貧民窟に入りキリスト教の伝道、労働争議に献身するなどし貧民の救済に尽力する、というもので、主人公が明治学院に通っている、 るなど賀川自身の体験を元として書かれているところが多く見受けられ 。
『死線を越えて』は、後半を加えて一
O
月改造社から刊行されベ
ストセラー なる。主人公、新見栄一の人物像は賀川自身を思わせる。本作は彼の半生記で、キリスト教的社会主義の立場から現実の社会主義をルポタージュの形で取り上げている。
「繁明を呼び醒ませ」（第一書房、一九三二）の中に掲載されてい
る「『死線を越えて』 書いた動機」 は 次のように述べられている。
「私は貧民窟に入りました。それから二二年経ちました。二二年目に改造社の山本実彦志賀、貧民窟の私の事務所にやって来て、その小説を出さうぢゃないか、と云はれたので、私は、『死線を越えて』上巻の約一二分の一を新しく書き加へたのでした。その時に、前の三分 二 文章があまりごたごたしてゐて拙いと思ったのですが、妙なも で、一つ直さうと思へば 全部直さなければならなくなるし、一二年後の私の筆は、よほど昔より 上手になってゐるやうでしたけれども 何だか血を略い 頃に書いた物は、ほんとに厳粛で、その頃の私の気持が最も真面目に出てゐたも ですから、私は文章よりか気持を取りたいと思って文章の拙 ことを全く見逃すことにして、厳粛な血を略いた時の気持を全部保存することにしたのでした。 ために『死線を越えて』上巻 前半に実にごつごつした所もありますが、加筆 許 ない強 調子
が残ってゐることも、また事実であります。」ここに、一九
O八（明治四一）年の時点で書かれた部分は三分の
二で、残りの三一分の一、二二章以降は一二年後に新たに書き加えられた部分であると言う事が述べられている。初めの三分の二は一九O八年に書かれたものそのままで発表しているのである。そのため、『死線を越えて』は、賀川豊彦の自己の形成の過程を見ることができる作品ともなっている。また、二
OO
九（平成二二年九月、スウェーデンのノーベル財団
がホ
l
ムベ
lジ上でノーベル文学賞（
1
一九五
O年分まで）と平和賞
（1
一九五六年分まで）の英語版での候補者リストを公開し、賀川豊
彦が戦後開もない一九四七、四八年に二年連続でノーベル文学賞候補に、一九五四
1
五六年の三年連続でノーベル平和賞候補になって
いたこと 判明した。日本人のノーベル文学賞受賞者は、 九六八年の川端康成、 四年の大江健三郎がおり、賀川はこれらの受賞者よりも二
O
年以上も前に候補に挙がっていたのである。賀川は欧米
でも知名度が高く、『死線を越えて』などの小説はスウェーデン語に翻訳もされていた。
つ臼
『死線を越えて』発表当時の評価
大正の半ばに発表されベストセラーとなった『死線を越えて』は、発表当時に文芸に関わっ いたさまざまな人物 書 た論評残っている。どのような立場の人物にどのような評価をし いるか『文義時評大系』（ゆまに書房、一九
O
七）に掲載されている評価
をまとめることによって、賀川豊彦の『死線を越えて』が当時の文壇にどのように受け取られ いたのか見ていきたい。
円。
著者
江口奨
評価まとめ
新年の創作評·（3）寸工口実『時事新報』
1987（明治 20）年 7 月 20 日に東京麹｜大正 9 年 1 月 8 日
町で生まれ、 1975（昭和 50）年 1 月 1s I 「死線を越えて（賀川豊彦氏 改造）
日に亡くなった小説家。 を読んで、私は賀川氏が遂に芸術家で
1917 （大正 6）年 8 月 6 日には処女！ないと言う事が好く解ったO 如何に深
短編集『赤い矢帆』を刊行し、つづい｜刻な或いは悲痛な体験が若しそれが芸
て 10 月に『労働者誘拐』を刊行した。｜術家の手をくぐらなければ、遂に何等
1920年 12月に日本社会主義同盟が｜の芸術的効果をも生み得ないそれはこ
結成されると数少ない文壇人の一人｜の一篇が凡てを証明して余りある。 J
として参加したが、この前後からアナ｜ 「賀川氏は矢張実行家であって、芸術
ーキズムに心を寄せるようになる。 ｜家ではないらしい。」
『文義時評大系 8 ・ 13b』
太田善男 ｜初春の文壇（一）太田善男『読売新聞』大
1880（明治 13）年 10 月生まれの評論｜正 9 年 1 月 1 日
家。 1904 年に小山内薫や川田順、武｜ 「人聞を創り上げると言ふとは、大な
林夢想庵らと「七人j を創刊。翌年に｜る芸術である。吾々の環境を改造する
は東大英文科卒業すると博文館に勤｜ことも、それによって是迄圧抑されて
め『文学概論』（博文館 1906 ・ 9）出｜ゐた人間性を解放して、自由な人格の
版。 1910 年に退職すると「朝日文芸J I 発展を得しむると能きるが為に意義が
欄などに反自然主義の評論をつぎつ｜あるのであって、一切の社会運動は即
ぎと載せる。東京外語講師等を経て、｜ち、此の人間と言ふ偉大な芸術を捺へ
ふたたび 1918 （大正 7）年ごろから｜る一段階であると考えるべきである。」
新古典主義の評論を多く喜く。 I 「「死線を越えてJ は芸術として完成品
宮島新三郎
であるかどうかは別として、一個の人
間的記録として極めて意義のある者で
あると思ふ。 j
『文義時評大系 8 ・ 23c』
新春文壇の印象宮島新三郎『国民新
1892（明治 25）年 1 月 28 日に埼玉で生｜聞』大lE 9 年 1 月 2 日
まれ、 1934（昭和 9）年 2 月 27 日まで｜ 「改造」は総頁数四O六頁中、「新年号
を生きた評論家、英文学者で、早大英 l 創作大附録」が二一六頁、これに露伴
文科を卒業した。文芸評論でみとめら｜道人の「道路j 以下賀川豊彦の「死線
れ「早稲田文学」の同人となった。『芸｜を越えて」の頁数を加へると二七九頁。
術改造の序曲』（1925 年刊）、『現代文｜『文整時評大系 8 ・ 37a』
芸思潮概説』（1931 年刊）のほか近代
4 
文学研究として『明治文学十二講』
(1925 年刊）、『大正文学十四議』
(1926 年刊）などがある。
有馬尼亭 新春の文壇（四）有馬尼亭『やまと新聞』
不明 大正 9 年 1 月 9 日
「賀川豊彦氏の死線を越えては六百枚
の小説ださうで今月発表されたのはそ
の五分のーに過ぎない。けれど自分は
一息に読んだ。」「ただ一つの欠点は心
理の描写が少々大ざっぱで時とすると
概念的伝習的の不用意な文句が出てく
ることだが、それらの欠点があるにし
ても兎に角襟を正して一読する値打ち
がある。 J
『文義時評大系 8 ・ 55b』
中村星湖 二月の創作と評論【四】中村星湖『読
1884（明治 17）年 2 月 21 日～1974（昭 売新聞』大正 9年 2 月 9 日
和 49）年 4 月 13 日）に生きた小説家、 「賀川豊彦氏の『死線を越えて』（改造）
評論家、翻訳家。山梨県南都留郡河口 といふのを読んだ。「社会小説J と断つ
村に生れ、甲府中を経て明治 36 年に であるのは、編集者の細工かも知れぬ
早大予科入学、翌年英文科に進む。は が、ああいふのが社会小説だとすると、
じめは泉鏡花を崇拝し、鏡花や国木田 社会小説ほど下らない物はないやうに
独歩ふうの処女作『盲巡礼』（1906) 思、ふ。幼稚で、蕪雑で低級である。」
は懸賞当選小説となる。元来ロマンテ 『文義時評大系 8 ・ 138a』
イックでまた主観的な個性を矯めて、
自然主義文学運動の推進者の一人と
なった彼は、小説とは忠実な人間記録
なりとの主張を保持した。しかし大正
期には次第に理想主義の影響をうけ、
平凡で陰穆な現実の中に調和と建設
を求める方向に推移して行った。
坂谷治平 八月の創作及評論（六）板谷治平『やまと
不明 新聞』大正 10 年 8 月 13 日
「私は「死線を越えてJ を歓迎した日
本の読者階級を、強ち盲目だとか新ら
しいもの好きだとか言ひ得ないと恩
ふ。」「フヤケた文壇を何うにかする為
めには、」「文壇に無名な新人をどんど
? ?
柴田勝衛
ん送り出す事が近道だと思ふ。」
『文義時評大系 9 ・ 401a』
今年の分題を顧みて柴田勝衛『新文
1888（明治 21）年 6 月 4 日～1971（昭和｜壇』大lE 10 年 12 月 1 日
46）年 1 月 16 日に生きた評論家、新聞｜長編小説の続出
記者。仙台生まれで、 1909 （明治 42) I orかの賀川豊彦氏の「死線を越えて」」
年に青山学院高等科を卒業し、時事新｜ 「の如き長編が続出して、而かも何万
報記者となる。大正 8年には読売新聞｜部といふ需要を充たした所以のもの
社に入り、のちに編集局長となる。大｜は、たんにこれを広告や商略の巧さに
正中期に「新文壇J などで文芸評論に｜帰して仕舞ふ以外に、今年の文壇を反
携わる他、北欧文学の研究、ジャーナ｜省さす可き、もっと深い根拠があるや
リズムの研究に従事した。
宮島新三郎
前述の通り。
うに思はれる。」
『文萎時評大系 9 ・ 523a』
創作界の傾向及事件 宮島新三郎『早
稲田文学』大正 10 年 12 月 1 日
（五）長編小説の流行
「今日の文壇は差当り長編小説の全盛
期とでも言はるべきであらう。」「七月
の新文学に掲載された柴田勝衛氏の
『長編小説の全盛期』なる論文の一部」
には「然らばこの長編流行の機運を打
開した現代作家の創作的衝動の内容は
果してどんなものか。……私は今これ
を一口に現代作家の社会的意識による
ものだと断定する。その理由は、従来
の自然主義の作家は、殆んど病的と J思
はれるまで深刻な心理解剖を遂行すべ
く、その考察の範囲を飽くまで狭隆に、
個的に鋭く突込んでいくやうな態度を
執っ来たものだが、現代作家はそれと
同時に、その個的な深刻味を更に社会
全体、人類全体の運命と結びつけて観
照しようとしてゐる」」と書かれてい
る。しかし、「あらゆる長編小説が、こ
の社会意識によって発生し来たったも
のと見ることは出来ない。中には一時
の流行にかぶれて長編に走るといふや
うなものがないとは限らなかった。」
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JI 生
不明
『文整時評大系 9 ・ 555a』
新春の文壇（三）ぜI 生『やまと新聞』大
正 11 年 1 月 15 日
く〉賀川豊彦氏の芸術
「今までに二三回、何故あの本が素晴
らしい売行きがあるものなのかしら？
通読した上で是非を論じて見ょうかな
どと d思った事はあるが、曾その一部分
を読んだ際の軽部が、何うしても抜け
切らない為めに通読する気になれぬ。」
『文義時評大系 10 ・ 31d』
川路柳虹 ｜文義時評 クロオデル、その他川路
1888（明治 21）年 7 月 9 日に東京で生｜柳虹『新潮』大正 11 年 2 月 1 日
まれ、 1959（昭和 34）年 4 月 17 日に亡｜ 「私は賀川｜氏のあくまでも自分の意志
くなった詩人。京都美術工芸学校を経｜を貫徹しようとする人道主義的なあの
て東京美術学校日本画科を卒業。 1907 I 生活にも、その主張にも賛成しないも
（明治 40）年 9 月号「詩人」誌上に｜のではありません」が、「その作品に現
『塵溜』（のち『塵塚』と改題）その｜れた人を感動させるものに対しては、
他を発表、『路傍の花』（1910 年刊） ｜不満であります。何故といって、そこ
に次いで『かなたの空』 (1914 年刊l I に読者の涙を誘うものがあるにはあり
を出し、また雑誌「未来」を刊行した。｜ますが、それ等はすべて安値なセンチ
その後『勝利』（ 1918 年刊）、『曙の声』｜メンタリズムで、例へば、女なんかが
(1921 刊年）、『預言』（1922 年刊） ｜芝居へ行って、泣くといふ、又泣きに
などの詩集のほか訳詩集『ヴェルレエ｜芝居を見に行くといふ、それと同じ程
ヌ詩抄~ (1915 年刊）、評論集『作詩｜度の最も低劣な涙を唆るものであるか
の新研究』（1926 年刊）など数多ミの｜らです。」
著書を出した。 ｜『文義時評大系 10 ・ 45a』
村松正俊 ｜自己反省なき作品 村松正俊『時事新
1895（明治 28）年 4 月 10 日に東京で生｜報』大正 11 年 4 月 12 日
まれ、 1981（昭和 56）年 9 月 20 日に亡｜ 「多くの作物は著者の自己の陰がうつ
くなった人物。東大美学科を卒業して｜ってゐつが、さういふ場合には、著者
いる。第五次「新思潮J に参加、「種｜白身作中の人物と共に、自分の反省を
蒔く人」や「文芸戦線」の同人を経て｜してゐない。また著者が作中の主人公
新居格、宮島資夫らの「文芸批評J に｜より離れてゐる場合にも、その人物は
加わり、アナーキズム的な文芸評論を｜決して自己を反省してゐない。」「見る
発表した。翻訳はギリシア悲劇やジョ｜べし、あらゆる今の時代に属すべきも
ーレスの『仏蘭西大革命史j (1930-32 I のは悉くそれである。ブワレジョワ芸術
年刊）、『見失なわれた日本1 (1964 年！と、プロレタリア芸術の争ひはなほや
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刊）など、詩集に『現在』（1962 年刊）｜まないがその両方とも、ひとしく安価
などがある。
平林初之輔
な自己肯定から戦ってゐるとすれば、
その内容は知れたものではない。 J
『文義時評大系 10 ・ 138a』
文壇の一年間 平林初之輔『解放』大
1892（明治 25）年 11 月 8 日に京都竹野 l lE 11 年 12 月 1 日
郡深田村に生れ、 1931（昭和 6）年 6 月｜四 大菩薩峠の第一期完結
15 日までを生きた評論家。京都師範！ 「無抵抗の賀川豊彦氏はもとより改造
に入学したが教職をきらい、 1913 年｜社の要求に抵抗しないで『死線」の先
に早大英文科に入学し、 17 年 25 歳で｜に『太陽』をのぼらせたりした例もあ
早大を卒業。その後も、アテネ・フラ｜るから、売れ行き一つで作品の長さは
ンセにフランス語を学んだ。 20 年に｜どこまででも引っばることができるや
国際通信社に入社し、得意の外国語を｜うだから長いのが自慢にはならぬが。」
生かして海外通信の翻訳を行った。一｜ 『文書基時評大系 10 ・ 320a』
方で同僚の市川正ーや青野秀吉とマ
ルクス主義の研究に没頭した。 21 年
に相沢駒子と結婚し、『唯物史観と文
学』（1921 年）その他の注目すべき文
芸評論を発表しマルクス主義に依る
気鋭の文芸評論家として注目された。
宮島新三郎 ｜小説界の傾向 宮島新三郎『早稲田文
前述の通り。 ｜学』大正 11 年 12 月 1 日
「在来の小説は何等かの方法手段に依
って、その局面を展開せざる限りは、
現代人の胸を打つベくにはあまりに行
き詰って新味に乏しく、他方、旧文芸
に変るべくプロレタリア新興文学が
華々しい叫びをあげて台頭するにはし
たが、これこそプロレタリア文学だと
いって示すに足る代表作品は終に見当
たらなかった。 j 「かういふ過渡期に於
ては、変態物が流行するのが、殆ど例
となってゐる。 j 「『死線を越えて』の中
巻J などが「その事実を物語ってゐる。」
『文筆時評大系 10 ・ 360a~
直木三十二 ｜月評 時に回顧（二）直木三十二『時
不明。おそらく直木三十五の誤植。 ｜事新報』大正 11 年 12 月 6 日
直木三十五 | 「「死線を越えて」を愚と思ひながら何
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1891（明治 24）年 2 月 12 日～1934（昭 処かにか潜む作者の体験からくる力を
和 9）年 2 月 24 日に生きた小説家。本 思ふとき世のプロ作家、評論家達は口
名は植村宗一。 1911 年に早大英文科 賢しけれど未だ途遠しの感を抱かざる
予科に入学したものの学費が続かず、 を得ない、繰返すが問題は芸術的であ
高等師範部に転ずるが除籍される。 るとかないとかでは無い。その口にし
1918 年にトルストイ全集刊行会（のち てゐる生活が真実であるか如何に力強
の春秋社）をおこし雑誌「主潮」を創 いかといふ事だけである。そうしてそ
刊した。しかし絵画分裂したため、鷲 れが溢れて次の時代の潮流となるので
尾雨工と冬夏社を興し、それも放漫な ある。 j
経営で潰してしまい、里見弾、吉井勇 『文義時評大系 10 ・ 366d』
らの「人間J の運営にタッチするなど
した。
南部修太郎 六月の小説月評（五）南部修太郎『都
1892（明治25)10 月 12 日に仙台で生ま 新聞』大正 13 年 6 月 11 日
れ、 1936（昭和 11）年 6 月 22 日に亡く 0 「何しろ昨今の文壌には、一つは読
なった小説家。 1917 年に慶大文科を 者の好奇心を惹、かうとする自作広告術
卒業。翌年から 3 年間「三回文学」を のためか、また一つは文壇凡々沈滞の
編集する。紀行風の短編『修道院の秋』 声も久しい折柄せめて題名にでも変つ
(1916 年）で典雅な作風を認められ、 た趣向を見せようとするせいか、」「題
同窓の小島政二郎とともに芥川龍之 名に雄篇名作轡を並べている。」「作家
介、菊池寛らの「新思潮」派と交わり 題目に狗肉を売らんとす、窮せる哉と
つつ、三回派として活躍した。著書に 云ふベしであるが、「死線を越えて」或
は『修道院の秋』（『新進作家叢書』二 いは「愛すればこそ」「などと思ひきつ
二として 1920 年刊）、『若き入獄者の てたってのければ、また狗肉を喜んで
手記』（1924 年刊）などがある。また、 買ふ世間でもある。小説家も不幸にし
『新進傑作小説全集』のなかに『南部 て食はなければならない人間である。 J
修太郎集・石浜金集』（1930 年刊）な 『文整時評大系 12 ・ 360c』
どがある。
9 
江口は『死線を越えて』が小説として芸術であるかという点に着目しており、同様に己生、村松も同様の点に注目した論評を載せている。一方、直木は「問題は芸術的であるとかないとかでは無 。その口に ゐる生活が真実であるか如何に力強いかといふ事だけである。」と述べており、芸術か否かということ は別の視点 らも小説を見ている いうこと、が伺える。その他、柴田、宮島、南部はこの時期に多く発表された長編小説について述べ おり、その一例あるいは代表例として『死線を越えて』を挙げ いることが読み取れ 。
『死線を越えて』発表当時の日本の社会
明治三
0
年代から明治末にかけて、日露戦争の前後には日本の資
本主義は帝国主義の道 急ぎ、台頭してきた民主主義運動は次々と弾圧を加えられることとなった。文学界では浪漫主義思潮が挫折し、自然主義へと移行して行くこととなった。大正期半ばから大正期末にかけて、日本は第一次世界大戦によって日本 資本主義は金融資本の独占をし 戦後の恐慌に際しでも民衆の意士山は抑えつけられ文学の世界にもこの宗教の潮流が起こった。賀川豊彦の『死線を越えて』はまさにこの時期に発表され、大衆に歓迎され の あ賀川は『死線を越えて』以外にも多くの著作がある。当時キリスト教伝道や社会事業、労働運動の実践的な活動も行 ており、こ膨大な量の著作がこれらの活動のかたわ に執筆されたのである。賀川は思想と実践の両方 力を兼ね備えていた人物であり、いわゆる小説家や文壇人とは違っていたということ 念頭 置い おかな
ければならない。
「察明を呼び醒ませ」（第一書房、一九二三）の中に「『死線を越
えて』を書いた動機」という一文があり、その中で次のように語られている。
「『死線を越えて』を書いた動機を話せとの御言葉ですが、困ってしまいました。明治四十年の五月だったと思いますーーさうです。もう丁度二十年も前になりますね、私が肺病で明石の病院から三河蒲郡の離れに移った頃、独りぼっちであまり淋しいものですから、私は小説を毎日書き綴ったのでした。誰も訪ねてくれる人はなし、知っている人と云ふのは村に誰も無いものですから、幻中で過去の人間を小説として想いひ浮べてみ、 の す。さうでした、その前の年だったと記憶します。私は小説を書きたかったので、古雑誌の上に小説 書き綴ったことがありました。あまり貧乏で原稿用紙が買へなか ものですから、古雑誌を原稿用紙代りに使用し もので た。そんなに私が小説を書き かっ 理由は、私の小さい胸に、 なし 経験があまりにも深刻に響いたことと、私が宗教的になって行くこ に依って非常 気持が変って来たこ を、どうしても小説体で書きたかったからです。」
ハU11
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この中で賀川は「過去のかなしい経験があまりにも深刻に響いこと」と「私が宗教的になって行くことに依って非常に気持が変っ
て来たこと」が「どうしても小説を書きたかった理由」だと述べている。当時、賀川 家庭環境と病気から来る孤独感から自己表現の欲求に駆り てられたことは確かだろうし、読書を通じていかにし
て生きていくのか模索していた彼は、文学青年、哲学青年と言われるにふさわし 人物であったことがうかがえる。
その頃、日本文壇では永井荷風らによって自然主義文学に気運が
高まり、一九
O七（明治四
O）年、岡山花袋が自身の恋愛を題材と
した「蒲団」を発表したことによって自己告白の文学系列として形式された。そこで、彼の自己表現の欲求は の告自体という方法を自身の表現の場所とし 見出し のではないだろうか。『死線を越えて』の二五章には「最近起って来 自然主義文学の感化は栄一の胸にも強く感ぜら 」と記されており、賀川自身が自然主義文学に対して関心を持ってい こ が見 取れる。キリスト教伝道活動、社会運動、執筆活動といった多方面で活躍
した賀川にとって小説を書くことが第 義の自己表現ではなくキリスト教的な救済活動による社会の改良に随伴することではあった 、しかしそれでも賀川は自身 小説家と自負していた。『死線を越えて』発表当時の文壇での評価はくだらない小説だ、賀川氏は芸術家ではない、というように芳しいものではなかっ ものの、自身 小説が大衆から商品と て扱われ、大衆から歓迎 賀川 小説家としての自負を強く ことは疑われない。
『死線を越えて』にある通り、彼は神戸葺合の貧民窟に住み込み、
そこでの諸問題 一つ一つに身を持って取り組むのだが、彼は貧民窟を知れば知るほど人間の暗い部分を目 当たり して無力感に陥ることとなり、結局、貧民窟 救 ため はキリスト教 教 祈り以外に手段はない いうことを認識させられる。慈善事業 ような場当たり的な救済事業や 場当たり的な社会草命と った外部のカでは結局人聞社会を救うことはできない。外部的なカで救うこと
が出来ないのなら、人間内部に働く神の力を信じたいという認識を持った。
賀川は問題の根本的な解決策を探すために米国に留学し、ニューヨークでたまたま労働組合のデモと遭遇をした。ここで賀川は資本主義社会の負の側面である貧民問題の解決策として、外部からの救済活動を行うのではなく、貧民や労働者が自ら 救済する社会変革活動をするしか手はないと認識をする である。こう 賀川は帰国後、労働組合運動の組織を始めることとなる。第一次世界大戦後、日本は未曽有 好景気を経験し、その裏側では労働問題が続出していた。帰国後、友愛会に属していた彼はこういった労働問題を解決するために「関西労働同盟会」を結成。資本主義によって引き起こされ 社会的諸悪との戦いに突き進んでいくこととなった。『死線を越えて』の終盤 は、労働者が町工場の人権無視と非情とに抗議をするために行っ ストライキに同情し、後援していた主人公の栄一は留置されて まう。しかし、栄一は留置されたことを全く罪に感じず、留置場で祈祷と膜想 ふけり 労働者解放の決意を持って『死線を越えて』は締めくくられる である。第一次世界大戦後の日本は、戦時中の好況から一転して、世界的な経済恐慌 波に巻き込まれ、株式相場は暴落した。企業による事業は縮小、廃止され大衆は大き 不安に陥ってい 。賃下げや工場の閉鎖は労働運動の思想を加速させ 他方で 大戦によって引き起こされたデモクラシー運動が学生や知識人を風腰、普通選挙運動も、労働階級を主力とした大衆運動となってきて た。一九二
O
（大正九）年二月に起こった八幡製鉄所でのストライキ、
二月と四月の東京市電でのストライキ、五月の日本最初のメーデー
司自ム司自よ
など、盛り上がった民衆のエネルギーは、政府や資本家と強く対立、高揚した。さらに、戦争を経験したことによって生死の問題への関心が高まり 人間味を疎外する資本主義機構の持つ非情さへの反発が、大衆を宗教的なものの思想にひきょせることとなった。こうした社会状況の中で、『死線を越えて』は 社会 暗黒部である貧民窟に於ける貧民救済の実践報告として大衆の前に登場し、問題に体当 りして解決 目指したりりしさ、たくま さに魅惑されたのであった。しかし、当時の文壇からの評価は「下らない」「表現が稚拙だ」というように非難するものがほとんどだっ 。た かに文壇小説に比
較すればそういっ 欠点は指摘されるところではあるが、有馬尼亭のように、表現が大ざっぱで時として不用意な文句が用いられ ことがあるが、そういった欠点がある。『死線を越えて』を含め、賀川豊彦の小説は通俗的なものが多い。宗教は、もともと 類全体に神を信じ、信仰させることが目標とな 人類全体へ浸透させる めには或る程度の通俗性は必要となり、さら 戦前の日本に て西欧から輸入されたキリスト教というものは民衆に 異国の宗教として映っていたということもあり、芸術性を高める ではなく、啓蒙的な態度を織り交ぜて行く他になかった ではないだろうか、いうことが考えられる。そういった欠点があるものの、『死線を越えて』に描かれているの
は人生を諦めて生半可 さとり澄ましてい 人間では く 第一義を求めてもがき苦 んでいる人間であり、襟を正して一読する価値があるとした者もあったの あ 。彼の自伝的小説『死線を越えて』は、小説の技巧としては拙いところが多かったが、豊富 体験 よ
りその構成の弱点を補って余りあり、作者の体験をリアルに保持している点が現在からみても高く評価できよう。以上のように、賀川は自身の自伝的小説ともいえる『死線を越えて』は当時の大衆に歓迎を持って受け入れられ、大正の大ベストセラー作品となった。また賀川自身もノーベル文学賞候補に挙がっており、『死線を越えて』は当時の日本の大衆での評価だけではなく、
海外からの評価もきわめて高かく反響も大きい作品だったと言えるであろう。
一方で『死線を越えて』は、発表当時の日本の文壇からの評判は
良くなかった。特に表現の稚拙さや小説自体 芸術性のないという点を低く評価されており、中には表現の技術などには日をつぶ小説の中に書かれている情熱を評価したも はやはり少数であった。賀川が第一の目標としていたのは、小説での自己表現ではなくキリスト教の伝道による貧民の救済であったために、 告白という小説の方法のみを自然主義 ら借りてきたというところに酷評を下された理由があるのかもしれ い。しかし、だからと言って賀川の小説が評価に値しないわけではも
ちろんない。賀川は小説家と て第一に目指したものは小説によって芸術を作り上げることではなく、民衆を救済することで、賀川小説にはそこから来る熱に満ちている である。
???
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一八八二（明治五）年に福沢諭吉が東京で創刊した日刊紙。独立不器（なんの制
約にも縛られない）、国権皇張（園の権力をおおいに主張する）をモットーとした。福沢諭吉没（一九
O
一）後は石河幹明、板倉卓造らが筆政を担当、各界に
影響を及ぼした。一九
O五（明治三八〉年コ一月に大阪に進出し『大阪時事新報』
を創刊したが、関東大震災（一九二三）被災後経営が悪化、昭和に入って一九三六（昭和一一）年一二月二五日『東京日日新聞』に買収され廃刊となった。
一一八七四（明治七）年一一月二日、子安峻、本野盛亭、柴田昌吉という神奈川
裁判所の三人の翻訳官が創刊した。 清・日露両戦役の後には、島村抱月、徳田秋声、上司小剣、小杉天外、正宗白鳥らの自然主義時代の牙城となり、泉鏡花、樋口一葉、斎藤緑雨 川上眉山らが執筆をつづけ、ロマン主義から写実主義、自然主義へと移行する明治文壇の華やかな舞台を提供した。
一二八九
O（明治二三）年二月一日、徳富猪一郎（蘇峰）が創刊した日刊紙。当初青
年層の圧倒的支持を受けていたが、日清戦争後に蘇峰が桂太郎に接近したため官僚、軍人の支持を得るようになる。一九二 大正二）年の憲政擁護運動で桂内閣を支持するなどして民衆の襲撃を受けるが、根強い蘇峰信者の支援を得て紙勢は衰えず、大正中期には二
O
万
1
二五万部を維持した。
四日刊新開。明治一九・一
0
・七
s
昭和一九・四・三
O
まで確認されている。
明治四四年から大正元年まで『文芸評論』が掲載されるなどしたが、大正初年新政党運動を支持、しだいに読者 失っ き、昭和六年一月四ページ建ての夕刊新聞となり、同時に右翼の言論機関的新聞 なった。
五明治二九年に六冊発行されたものと明治四一年
1
大正五年の聞に発行された
ものとがある。しかし、どちらにも当てはまらない。
六文芸雑誌。一九
O
六（明治三九）年一月
i
一九二七（昭和二）年一一一月（第二次）。
編集者島村滝太郎（抱月）。早稲田文学社編集、金尾文淵堂、 ちの東京堂発行。第二次は始め文芸協会の機関誌形 とっ いたが、たちまち自然主義文学運動の牙城となった。大正期にはおおよそ自然 の匂 が残存し海外の新恩潮の導入にも敏感で、民衆芸術論義も盛んに行われ 。 かし徐々にその指導性は表退し、プロレタリア文学 新感覚派 運動に押され 本間久雄の努力で明治文学の研究、回想、さらに江戸文学 記紀、万葉集の研究などに展開していった。
七一九
O
四年五月創刊。新潮社発行。「文壇の公器」たらしめようとする配慮
は今日に及んでおり、文学上 新運動に注意を怠らず 白樺派 新思潮派新感覚派、プロレタリア文学、新興芸術派等に誌面を開き、「新進当時に誰でも一度は厄介になる」（広津和郎）ともいわれ 海外 新文学の紹介も積
? ?-E4 
極的であった。
八第一次世界大戦直後のデモクラシー思潮を背景として創刊された総合雑誌の
一つ。一九一九（大正八）年五月創刊。二＝一年九月に終刊。総合雑誌として『改造』や『中央公論』よりも社会主義的で、吉野作造や家明会の福岡徳一二、東大新人会の赤松克麿を中心として、佐野学、坂井利彦、石川三四郎らが登場。マルクス主義者とアナキストの呉越同舟である。創 柵は、小川未明、宇野造二、宮地嘉六らの初期プロレタリア文学系の創作、評論が主流だった。
九賀川豊彦『死線を越えて』（改造社・一九二
O
）のこと。
一O賀川豊彦『太陽を射るも 』（改造社・一九ここのこと 『死線を越えて』の続編に当たる。
一一第二次世界大戦前、東京で発行されていた日刊紙。文学や芝居、演劇に重点を置き、花柳界の広告を載せ など独特の編集方法で庶民 人気を集めた。一時は改進党色を帯び、経営不振に陥ったが、一九一九（大正八）年一 月二日、足利の機業家福田英助が買収し、独立自営 信条 た健全な経営を続けた。一九四二（昭和一七）年一
O月一日に戦時新聞統合で『国民新聞』と合
併し『東京新聞』になる。
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宮津賢治論
ーーー恋愛・結婚観の変遷と童話作品への反映
はじめに
富津賢治が禁欲主義者として生涯を未婚で貫いたことはよく知られているが、彼が実際に現実の女性へ抱いた思慕や結婚に関する意
識の変遷というのは余り周知されていない。賢治は精神主義者としてまるで孤高の聖人 ように世間ではとらえられているが、彼は一人の男性とし 、人間という高尚かつ本能的 生物として、結婚を大いに意識していたのである。本論は宮津賢治の生涯に起きた様々なエピソードから彼の「結 」
観がどのように形成さ 、変遷して ったかを検証し考察するものである。
賢治の「結婚」観の変遷、賢治の実体験の検証
賢治の童話作品には数はそう多くはいないが、あるパターンのヒロインが登場する。「シグナルとシグナレス」のシグナレスや、「土
神と狐」の樺の木がそうである。彼女たちヒロインには共通点 あ
（上）｜｜｜表
千
尋
る。皆一様に健気で純真、つつましやかで、修げなのである。この女性らしい女性像は、賢治の好みであり賢治の思う「女性」というものの理想の姿でもあった。孤独の修羅の道を選び、女性を遠ざけまた彼 らに対して遠慮や苦手意識を持ちながら、賢治は「女性」性に憧れを抱き続けていた。このヒロイン像のル
l
ツはどこにあっ
たのだろうか。
に一d1よ
・この多感な旅人は闘の聞に沢山の恋を致しました、対剖も｜期剖
U1
材引け剖叶村剖剥
U剖別、何としたわけ合やら
指導標の処へ行って恭しく帽子を取ったり、けれども、とうとう旅の終りが近づきま た。
これは盛岡高等農林学校時代に作った同人雑誌『アザリア』第一
号（大正六年（一九一七年））に載せた「「旅人のはなし」から」という散文作品一の部分である。賢治自身を恩わせる「旅人」が旅の経験誇を述べていく。独身主義者として知られる賢治だが、実際は彼のまわりには何人か、周囲から結婚を勧められるなどして関係を
取りざたされた女性がいたことが分かっている。彼は禁欲主義者で理性の人たろうとしたが、その実惚れっぽく、「女性」に夢見る青年としての一面も持っていた。二節以降はしばし 賢治の女性観・恋愛観・結婚観の変遷と独身主義の成立要因を、賢治の実生活から探して時系列にそって整理してみることとする。
初恋の特別視、非成就
賢治が初めて恋をしたのは十八歳の春だったという。大正五年（一
九一六）三月に盛岡中学校を卒業した後、賢治は岩手病院で肥厚性鼻炎の手術を行ったが、術後の経過があま 良くなく高熱が続いた。一この入院中に賢治は片思いの初恋 た。相手は岩手病院の看護婦てだったという。
リピド
l
・肉的な衝動から湧き起こった初めての恋、文字通り熱
を上げるような恋が自分の体温を上げる を賢治は感じ 。この恋は賢治の一途な片思いであったが、「この人と結婚 い」と退院してきた賢治は父母に話したという。そのとき父は「まだお互いに若すぎる」と許可しなか た。シグナルとシグナレス 結婚を阻んだのも、やはりお目付け役の電信柱 シグナル 男性の答族の反対である。自由結婚という言葉に人々は憧れはしたも 、家同士の結婚が当然だった時代 ことである 賢治は家長制度に反発 念を持ちながら 父に対する畏敬の意は捨てられずにい 。次は文語詩「公子」の下書稿一の部分である。
父母のゆるさぬもゆゑ
きみわれと年も同じくともに尚はたちにみたず料利同材団
ld
叶ゴ剖劉引
きみが辺は川劃叫州制剖わが父はわ 病ごと二たびのいたつき山を得ぬ火のごとくきみをおもへど材刈刈叫引制剖材料剖川
白衣の看護婦への恋情は結局相手に告げられなかったが、本能的でロマンチックなこの初恋の非成就は特別な経験として賢治の心に留められた。後に自分の人生を振り返りながら詩編のためにまとめたノ
l
トにもその様子が見てとれる。「東京」ノートには「岩手病院
熱芝赤十字ノ看護婦」の語が、「文語詩篇」ノ
lトにはドイツ語で
初恋を示す「出
EZF5Z
移リ行ク心」というメモ書きが残され
ている。その後もたびたび賢治は初恋 思いを詩などに残し、推蔽を重ねた。
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森の上のこの神楽殿いそがしくのぼりて立てばかくこうはめぐりてどよみ松の風頬を吹くなり（略）さらにまた夏雲の下、青々と山なみははせ、従ひて野は澱めどもかのまちはつひに見えざりうら〉かに野を過ぎり行くか 雲の影ともなりて
きみがべにありな刈ものをうちどよみまた鳥時けば川斗川』は剖司副
U剖野はさらに劃叫財して
松の風日に鳴るものを
これは詩「丘」の部分である。初恋の思いを連ねた多くの短歌や
詩作品に共通するのは「高台（神楽殿）にのぼって北の空へ流れて行く夏の雲一を見つめ 」と一言う情景である。賢治は初恋の人の出身地だったともされる北の方角に流れる雲一に初恋の思い出を重ねていたようだ。こ 初恋の情景が、のちに「女性」への憧僚やセクシユアルな「艶かしき雲」のイメージへとつながる原点となって る。また同時期に、島地大等訳の『漢和対照妙法蓮華経』を読んだ賢治は体が震えるほどの感銘を受け、法華経思想に深く傾倒していく。恋の非成就｜｜第六節で後述する「魂 同行者」の希求と非成就も含めて、個人的な愛の挫折 経験はやがて我欲 否定や法華経の思想と混じり合い、自己犠牲的ともいえる博愛精神、「みんなのまことの幸福」を願う心へと昇華する原点で あったことをここで先に述べておく。
結核の発病、肉体の悩みと絶望
初恋も経験し、人並に女性に対して悩ましげな思いも抱いていた賢治青年であるが、そもそも彼は何故結局結婚しな った だろうか。女性に憧れながら、賢治は女性を苦手とした。ときに大げさに「女性」を自分の周りから排除しようとさえした。賢治は宮津家の長子であり、本来ならば結婚し 子供を設け家督を継ぐべきであ
たのに、何故彼はその生涯を未婚で通したのだろうか。賢治の「結婚」を阻んだのは何だったのか。家制度による一族への束縛と個人の自由恋愛の反対か、それまで知識階級では常識とされていた所帯や女性関係を持つことは理性的な活動の妨げになるという固定観念だろうか。だがとくに大きな要因として挙げられるのは、やはり賢治自身の結核の発病 自覚であろう。賢治の結核が発覚したのは大正七年（一九一八年）、六月一二十日のことであった。賢治は胸の痛みから岩手病院で検査を受けた。医師には肋膜炎と診断五さ た。肋膜炎とは現在で言う胸膜炎のことで、肺の外部を覆う胸膜に炎症が起こる疾患である。胸膜炎はそれ自体で発症する は少なく ほとんどはがん・結核・肺炎などの後に発症することが多い病である。賢治 端となったも こそ結核の発病だったのである。結核は昭和二十五年に治療法が確立されるまで、日本人の死亡原因の第一位を占めた病である。初期症状は風邪に似ているが 咳や疾、発熱が長く続き、悪化する 血の混じった疾な が出はじめ呼吸困難に陥り、やがて死を迎える。当時は不治の病であり、若くして命を落とす人 少なくなかった。明治時代に 樋口一葉や正岡子規といった名だたる文学者や芸術家が結核のため 夫逝した め、創造的精神と肺病 相関関係 あるという考え方｜｜芸術で名を残す人は結核で死ぬという結核のロマン化、結核をテ
17
にした結核
文学の潮流も生まれ 。結核患者は熱のため頬が赤くなり、目はうるみ、痩せて肌は白くなるため美しいというイメージにも結び付けられ、薄倖 才子佳人に特有の病気として悲劇的に描かれ ことが
円i? ?
多かったのである。
しかし現実の結核は肺を病み苦しみながら死に至る恐ろしい病で
ある。病院で診断を受けたころ賢治は、『アザリア』の同人である河本義行に「自分の命もあと十五年はあるまい」と述べたとされる。結核の発病は賢治の意識 否が応にも死へと向けさせた。自分の生命の存在価値と意義を賢治は見つめ直さねばならなくなったのであザG
。家族の証言によると、診断を受けた直後の夏ごろから賢治は「双子の星」や「蜘妹となめくぢと狸」とい 童話の創作を始めたという。同年七月に鈴木三重吉主催の童話雑誌『赤い烏』が創刊されたことも影響を及ぼしているだろう。大正九年十月ごろには国柱会に入会し、上京。その後国柱会理事の高知尾智耀のすすめも って賢治は法華経紹介のための童話制作に熱中した。大正 年八月妹トシの病の報で帰花した際、賢治のトランクは書き められた童話の原稿でいっぱいだったという。弟 正六によれば、賢治は「童児（わらし）こさえる代りに書いた」と言いながら、書いた童話を家族に読み聞かせたと う。価値の失われた肉体の牢獄の かで、賢治の意識はより精神的なものの延長に自ら 存在意義を見つけよう したのである。賢治は童話制作に励むこ で自己の存在価値を見出そうとした。賢治にとって学校 先輩 もあり、詩人として敬愛した石川啄木もかつて明治問卜五年（一九三一年）に結核のため を落としている。賢治もおのれの創作を我が子と て世に残さんと、こ頃各所に原稿を持ち込 熱心に文 活動を行った。
このとき賢治は二十五歳、結婚適齢期を迎えているのに腰も落ち
着けず、家業を手伝うわけでもなく、創作に耽るばかりの賢治を、家族はいかに落ち着けるか頭を悩ませていた。十八歳の頃、お互いに若いからという理由でかな なかった結婚を、今度は周囲の方から勧めてくるよう なったのであろう。しかし賢治は結婚しようとはしなかった。賢治は童話を「童児（ らし）こさえる代りに」書いたと家族に言った。結核が発病して ら賢治はすっかり自分が結婚するこ を諦めてしまっていたのだ。結核は発病者の咳などから飛沫感染する病である。遺伝によって
感染するのではないことは当時すでに科学的に明らかにはされていたが、大衆のうちでは結核はまだ遺伝病と同じ扱いをされていた結核を発症しやすい体質、遺伝子というもの 存在するとまことしやかに言われていた ある。そして、宮津一族の家系がそれだった。宮津家は花巻では優秀 有力な一 （マキ）｜｜宮津マキとして畏敬の念を集められながら、同時に肺病（ い）マキとして差別の対象でもあったのだという。宮津家 賢治の妹トシをはじめ 母イチ、叔母コト、母方の叔父磯吉 母方の祖父金次郎も結核を患っていたことが分かっている。賢治が最初に結婚しないことを宣言したのは、大正七年二月二日の政次郎宛書簡でのことで肋膜炎と診断される前であるが、自分が肺病マキの者であるという自覚と、胸の痛みや下がらない熱といったこれまでの症状から、賢治はおのれ 身体に欠陥があ のではと薄々理解していたのかもしれな 。
18 
では賢治の結婚を阻んだのは「結核患者・結核体質の者への差別
意識」であったかというと、それは違う。賢治がおのれの結婚を忌避したのは、科学者としての見解から｜｜優生学の見地に基づいてのことであった。賢治はハヴロック・エリスの『性の心理』を愛読しており、エルンスト・へツケル 『生命の不可思議』や丘浅次郎の『進化論講話』も読んだだろう 推測されている。六優生学の積極的推進者でもあるエリ の『性の心理』中で、優生学について述べた「産児の科学
3zm2280
同司
gng
巳芯ロ）」の章にはこんな
文章がある。
ゐ樹出器の系嗣を引いた夫婦の聞に於ても、万全の策を講じて刊倒剖封割羽川寸済ますやうにしなければならぬといふ事は、これまた幾多の学者から主張されてゐるところである。（例へば一九
OO
年にネーブルスで開催された結核
病会議の席上で マツサロンゴ
Iが結婚と結核との関係を
論じてその必要を力調してゐる。）七
生物学・優生学的に見て劣る遺伝子は淘汰されるべきであった。
進化論を信奉していた賢治自身がおのれの身体には欠陥があると判断してしまったのであろう。全体の繁栄を考えるなら結核を発症しやすいおのれの遺伝子は残すべきでない。結核を発病した自分は生物として落伍 ている｜｜賢治青年はさぞや悩み、絶望したことだろう。自分は人並み 恋をしてはいけない、結婚すべきでないという忌避と諦めはこうして形成されたと考えられる。
四
性愛を自然への同化希求に変えて
禁欲主義者となった賢治は、『春と修羅』の序で「わたくしはどこまでも孤独を愛し熱く湿った感情を嫌ひますので」と書いている。周囲の者が持ちかけて来る縁談をことごとく断り、羅須地人協会時代に賢治を慕って接近 た高瀬露を避けたという逸話も有名であろう。女性にたいする忌避（あるいは無視）は、初期作品「女 や詩「聖女のさましてちかづけるもの」、童話「土神と狐」におけるヒロインであるはずの樺の木を無視したストーリーの展開に跡づけられる。また「土神と狐」 テ
17
は恋愛をめぐる嫉妬心にあり、その
成立には禁欲主義の考え方が根底にあると思われ 。賢治は「女性」を精神修養の道を限む者であり、欲 誘発する存在として嫌悪すべき生々しき「女」として考えてい 。肉体的な伴侶を要ることを否とした賢治の性愛はその矛先を「女性」から自然へと変えた。賢治は「おれは、（ が治まらなくなって）たまらなくなると野原へ飛び出すよ。雲にだって女性はい よ。（略）風だって、甘いこ ばをささやいてくれるよ と友人藤原嘉藤治に話した人という。森佐一も、賢治は性欲に襲わ た時「手帳とペンシルを持って、夜でも暁でも、たちまち気閣の底に、ぽ しぎ（よだか）のように飛び出した」九のだと語っている。結核の発病から結婚する事を諦め、精神的な連れ添い（第六節で後述する「魂 同行者」）も得ること 叶わなかった賢 、自然を自らの恋人としようと 。詩「一本木野」でも わ く 森やのはらのこひび 」と称している。次は賢治が病床で作ったという詩「風がおもてで呼んでゐ 」の
??-E4 
部分である。「疾中」詩篇群（羅須地人協会時代の終わりごろ、一九二八二九三
O
に成立）の一片であり、病床で弱気になり恐怖に追い
つめられた賢治が、己の病や死を厳しき自然の一部であると感じ、死によって自然と一体化する自分を「結婚」の言葉で表現している。
風が交々叫んでゐる「おれたちはみなおまへの出るのを迎へるためにおまへのすきなみぞれの粒を横ぞっぽうに飛ばしてゐるおまへも早く飛びだして来てあすこの稜ある巌 上葉のない黒い林のなかでうつくしいソプラノをもったおれたち かのひとりと制剤園川紺姻リ司」と繰り返し繰り返し風がおもてで叫んでゐる玉反動としての仲人賢治
自身の結婚には諦念を感じ未婚を貫いた賢治は、その一方で埋め
合わせのように友人の結婚の世話には熱心だったという。賢治自身は家にとらわれぬ純粋な自由恋愛・結婚に賛成していた。友人藤原嘉藤治の話によると、レストランで何気なく出会った女給が自分の
好みだと咳いた藤原嘉藤治に対し、「珂きなら紺婚しろ、ここでハツキリ返事しろ」と賢治は言ったという。一
O実際昭和三年三月、賢治
は嘉藤治のためにわざわざ青森まで出向いて花嫁（女給の女性）の親の許しを得に行き、婚礼の準備を整えるなど仲人の役割を懸命に果たした。賢治はその後生まれた嘉藤治の長女と長男に名前まで贈っている。童話作品「シグナルとシグナレス」にも二人の結婚を取りまとめてやろうとする倉庫の屋根というキャラクターが登場する 彼はシグナルとシグナレスの結婚に唯一賛成してくれる者であった。倉庫の屋根の立ち位置はそ まま賢 自由結 に対す スタンスを表しているだろう。
六
「魂の同行者の希求」と非成就
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なんだこの眼は何十年も見た眼だぞ昨日も今日も問ひ答へしたあの眼だぞ向ふもぢっと見てゐるぞ劉剖剖剖叫叫剖斗剖叫叫叫
先に挙げたのは詩「ある恋」である。人並みに妻として女性を婆ることを避けた賢治は、その代償を求めるように、胸の虚を埋め寄り添ってくれる道連れ、「魂の同行者」を希求した。「魂の同行者」とは具体的に言えば、肉体のしがらみや性欲の範鴎の外にある、精神的な恋人であり、宗教の道を同じくする者である。その大きな候補に挙がったのは、妹のトシと一つ級下の親友であった保阪嘉内で
ある。二歳年下のトシは賢治のすぐ下の妹である。賢治にとって、自分の宗教の理解を得られなかった宮津の家族のなかで唯一の理解者であった。勉学のためトシが上京し、離れて暮らした問も兄妹は書簡を多くやりとりした。トシは賢治の思想を理解し、トシ自身が病臥し静養中だったときも賢治の作品整理に協力した。賢治にとっては分身ともいえるかけがえ ない人物である。トシ本人は、卒業間近で病がちとなってしまったが、東京の日本女子大に主席入学したほどの才女で、性格は物静かでしとやかな女性だったという。賢治が理想 したヒロインー
l
女性の姿のモデル
が、妹トシであったことは間違いないだろう保阪嘉内に賢治が出会ったのは盛岡高等農林学校時代のことである。大正五年（一九二ハ年）、嘉内 賢治の一つ下級生として盛岡高等農林学校に入学し、その時の寮の室長を勤めて が賢治だった。嘉内は演劇・文学趣味をもち、石川啄木とトルストイに傾倒していた。奔放な立ち居振る舞いと、深い演劇の知識な に賢治 惹かれ、二人は無二の親友となり盛んに談議を交わすようになった。賢治と同級の小菅健吉、嘉内 同級の河本義行と大正六年（一九一七年）七月に創刊した文芸同人誌『アザリア』 もお互い 意識し呼応しあうような作品を書いている。また『アザリア』完成ののち二人で岩手山を登山したときに、「みんなの幸福を実現させる」銀河の誓いを交わした相手 る嘉内は『銀河鉄道の夜』のカムパネルラのモデルの一人とも言われている。
大正七年（一九一八年）三月、嘉内は高等農林学校を除名処分となり山梨へと帰郷したが、その後も二人は親密な手紙のやり取りを続けた。
賢治と嘉内はお互いを精神的な恋人と認めあっていた。「文語詩篇」ノl
トの農林第二年第一学期の項のメモには「
N唱SZEo
宮果
樹園」の語が見られるが、これは賢治が嘉内との避遁を「魂の同行者」になりうる者との出会いとして見ていたからではないだろうか。
以降は『アザリア』第四号（大正六年（一九一七年）十二月十六日）に掲載された嘉内 小説「打てば響く」の部分である。
友よ、まことの刻刈よ傍り来よ。われと思ふさま泣かうではないか、地が固く氷って身を切る様な風の吹き荒ぶ夜なら、北海のはなれ島、別甘叫ゴ刈羽引剖叫寸泣かう、心ゆくまでに泣かう。（略）友よ、梅川忠兵衛のうるはしい物語を御存じだらう。小春治兵衛のは しも知ってだらう。叶刈剥けオ斗リエット。天文学者レォ、ニコラツヰツチと星との話を知って御いでだらう。割
H封剖叫剥劉吋司剖刷刈剖国
樹欄『刻刻割朝日制対日制剤制調斗。
（略）人はいかに多く集るとも烏合の衆では何にもな
らない。それ故にある集りに集るごとき人々ならばすべてが全じ方向に向かって全じ考へで、ほんとうに、まじめで、御例口者でなく、共に封同組刈寸伺剖川ものだ。
あ〉しかし誰がほんとうに私の心を汲んでくれるだら
うか。制叶剥刈判
1羽川剖訓引制同制剖矧剖刈同制川
d
司自ムq
,u 
次は賢治がのちに白分の学生時代を思い出しながら書いた詩〔古びた水いろの薄明宵のなかに〕（昭和二年（一九二七年）五月七日）である。
古びた水いろの薄明宵のなかにわたくしは遠い停車場の一れつのあかりをのぞみそれが一つの巨きな建物のやうに見えますことからその建物の舎監にならうと云ひましたそしてまもなくこ 学校がたちわたくしは の らんとした巨きな寄宿舎の舎監に任命されまし剥刈刈剖司叫剖側ペ刈叫国竹川寸刈川剖刈寸川寸到叫札引剖叫寸材対叶叫剖剖寸叫寸刻剖川剖リ出そしてもう何もかもすぎてし ったのです
大正六年（一九一七年）十二月二十三日に、賢治と嘉内は雪の中を「七つ森」方面へ出かけたことがある。その時のことが嘉内の歌稿『文象花商岩』に記録されており、その中には「夕闇のデンシンパシラへだたりてひろ野の雪と二人の若者」という歌がある。賢
治童話には様々な場面で電信柱が登場する。「銀河鉄道の夜」の最後のシ
i
ンや、「月疫のでんしんばしら」の行中阜、あるいは「シグナル
とシグナレス」では盛んに電信をやり取りしている。精神を共有する電信柱のイメージ この時生まれたものである可能性が高い。
近親であることや同性であることのくびきに捕らわれぬ精神上の恋人、トシと嘉内の存在は賢治の孤独を埋めてくれるはずであった。しかし賢治はそんな二人とも悲痛な別れをせねばならなくなった。先に賢治のもとを離れて行ったのは保阪嘉内だった。大正九年（一九二
O年）に賢治が国柱会に入会した後、書簡をやり取りする中で
賢治は嘉内にも執効に法華経へ 入信・帰衣をすすめて経典を贈るなどした。しか 嘉内は入信しなかった。とうとう大正一
O年（一九
二一年）七月信仰上の問題で二人は決別するこ となった。嘉内との離別に悲しむ 耳にトシの略血の報が届いたのはそのすぐあと、同年の八月であった。知らせを受けて賢治は帰花 懸命に看護に たるも大正十一年（一九一一二年）十一月二十七日の夜、結核のため トシは没する みぞれ降る寒い日のことであった。トシの死に衝撃を受け 賢治は「永訣の朝」の三部作を書き、そして「永訣の朝」以降半年詩作などを止んだ。トシの存在とそれを喪った悲しみは賢治文学全般に強く影響を残 た。トシの死により、賢治は自分は地上に残された「修羅」、トシを失わ た聖なる分身として見るようになり、やがて聖性の希求は個別希求（恋愛）から普遍的倫理性（宗教情操）へと変換した。次は詩「無声働突」の部分である。
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わたくしが青ぐらい修羅をあるいてゐるときおまへはじぶんにさだめられたみちを叶け叶剖吋
ud
往かうとするか
同州司寸寸は叶引叶寸廿叫日川叫羽叫
J1
のわたくしが
あかるくつめたい精進のみちからかなしくつかれてゐて毒草や蛍光菌のくらい野原をただよふときおまへはひとりどこへ行かうとするのだ
「魂の同行者」の希求の非成就は、賢治をさらなる孤独の奈落へ
と突き落した。個人的な恋愛（肉体的な恋愛、そして精神的な恋愛）の挫折は賢治の意識を大きく転換させた。個に愛を求めるのではなく全体を愛すーーー賢治は「みんなのまことの幸福」 願う宗教愛の求道者 なったのである。
七
自己無化志向
結核という死病により己は遺伝子を残すに不適合であるという肉
体の悩みを抱え、賢治は自身の存在意義と価値を再考し、童話制作にそれを求めた。しかし賢治 文学活動はその熱心さもあえなく、世間に認められず上手くいかなかった。肉体 悩みのために生じた孤独を埋めようと探した魂の同行者も得ること叶わず、さらに深い孤独と慎悩を抱え賢治は一人きりで修羅 道を歩んだ。 が求めるものはみな賢治の手をすり抜けこぼれ落ちてしまったので誰にも必要 されぬ無価値な自分はいっそ無であればよかった いう賢治の悲嘆 自己無化志向として多くの作品 底流とな 。詩集「春と修羅」に収められた「小岩井農場」のつハ
l
ト一」ス
ート四」「パ
l
ト九」を整理してみる。大正十三一年（一九二四年）に出
版された当時の初版本と、賢治が手元に置き後に手入れした宮津家
本を比較すると後者では一部が削られていることがわかる。宮津家本では、みんなの輸の中から「わたくし」が消失し、魂の同行者の希求のテ！マさえ削られている。「みんな」から歓待される「わたくし」は居らず、「みんな」の幸福には「わたくし」は数えられていない。後ろを振り返っても「わたくし」の道連れとなってくれる者もいない。孤独はより強調され、賢治の抱える悲しみは自己無化志向として作品に反映されるようになったのである。
}\ 
賢治の女性観・恋愛観・結婚観の変遷のまとめ
次は「業のはなびら」詩群（大正十三年（一九二四年）十月頃）の草稿「産業組合青年会」（第二葉）である。賢治 悲しい「恋」の変遷が表現されている。ここに出てくる「恋」は初恋の淡い感傷であり、「魂の同行者」の希求であり、宗教情操の求道である。それらが挫折して虚無に襲われる賢治の悲痛を、読む者に感じさせずには られない詩である。
ηδ っ“
びしゃびしゃの寒い雨にぬれかすかな雲の蛍光をたよりながらこんやわたくし、が剥リ寸あるいてゐるものはいっともしらぬ判制叫叫斗引叫材叫川瑚引川刷剰であるまことにわたく はこのまよなかの杉ゃいちゐ 固まれてほのかに睡るいちいちの棟を
つぎからつぎと数へながらどこからともわからない稲のかほりに漂ひっかれたこほろぎの声や水の肱きまたじぶんとひ ともわかず水た りや泥をわたる建音を遠くのそらに聞きながしから松が風を冴え冴え し銀どろが雲一を乱してひるがえるなかに赤い鬼げしの花を燃黒いすももの実をもぎる胡叶寸叶リ川叶け叶
MM
の
なにか無心に語ってゐる明引川ゴけ同叫剖付剖村剖倒到叫叶叶吋剥叫羽汁叶このまっ黒 松の並木をはてなくひとりたどって来たあ〉材叶
du
叫剥叶引叫叫叫
材叶叶叫剖寸刈叶寸叶別問討材叶羽引制叫とわたくしが東のそらに声高く叫んで問へばそこらの黒い林から噺るやうなうつろな声がひときれの木だまをかへしじぶんの恋をなげ ものは叶州寸削剥剖剥叶引と
さびしく叫剖川肱いて来た方をふりかへれば並木の松の残像がほのじろく空にひかった
賢治の女性観・恋愛観・結婚観がどのように変遷してきたかをこれまでに検証してきた。そのまとめを次に整理しておく。
－童話作品に共通する「修げなヒロイン像」のル
l
ツは特別視され
た初恋の非成就の経験と妹トシの姿にあった。－自身の結核の発病から、肉体的なものから精神的なものへと大きく結婚観・ 愛観が変化した
0
・個人的な恋愛の挫折から、個への愛で く「みんなのほんとうの幸福」を願う全体愛の思想へと転換し、さらに賢治自身は自然との同化希求を持つに至った。－独身主義 禁欲主義の中で女性観が 想の「修げなヒロイン像」と避けるべき「生々しき女」に二極化した。
? ?9
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宮津賢治論恋愛・結婚観の変遷と童話作品への反映（下）ではこれらのことを踏まえたうえで、童話「シグナルとシグナレス」を読み解くこととする。
『春と修量J （初版本） 「春と修羅』（富津家本）
小岩井農場パートー 小岩井農場パ｝トー
あすこなら空気もひどく明瞭で あすこは空気も明瞭で5
樹でも州でもみんな幻燈だ 樹でも州でも幻燈だ
もちろんおきなぐさも咲いてゐるし おきなぐさも咲いてゐゃうし
野はらは黒ぶだう酒しゅのコップもならべて きみかげさうもぎっしりだ
わたくしを歓待するだらう
（略） （略）
ひらっとわたくしを通り越す ひらつと横を行き過ぎる
みちはまっ黒の腐植土で みちはまっ黒の腐植土で
雨あまあがりだし弾力もある 雨あまあがりだし弾力もある
馬はピンと耳を立て 馬はピンと耳を立て
その端はじは向ふの青い光に尖り その端はじは向ふの青い光に尖り
いかにもきさくに馳けて行く いかにもきさくに馳けて行く
うしろからはもうたれも来ないのか
（略）
汽車からおりたひとたちは
さっきたくさんあったのだが
みんな丘かげの茶褐部落や
繋つなぎあたりへ往くらしい
西にまがって見えなくなった
小岩井農場パ｝ト悶 小岩井農場パ｝ト限
いまこそおれはさびしくない いまこそおれはさびしくない
たったひとりで生きて行く たったひとりで生きて行く
こんなきままなたましひと
たれがいっしょに行けゃうか
大ぴらにまっすぐに進んで 大ぴらにまっすぐに進んで
それでいけないといふのなら それでいけないといふのなら
田舎ふうのダブルカラなど引き裂いてしまへ 田舎ふうのダブルカラなど引き裂いてしまへ
小岩井農場パート九 小岩井農場パート九
いま疲れてかたちを更へたおまへの信仰から いま疲れてかたちを更へたおまへの信仰から
発散して酸えたひかりの澱だ 発散して酸えたひかりの澱だ
ちいさな自分を害rjることのできない
この不可思議な大きな心象宙宇のなかで
もしも正しいねがひに燃えて
じぶんとひとと万象といっしょに
至上福しにいたらうとする まことの福しにいたらうとする
それをある宗教情操とするならば それを一つの宗教風の情操であるとするならば
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そのねがひから砕けまたは疲れ ｜そのねがひから砕けまたは疲れ
じぶんとそれからたったもひとつのたましひと ｜じぶんとそれからたったもひとつのたましひと
完全そして永久にどこまでもいっしょに行かう｜完全そして永久にどこまでもいっしょに行かうと
とする ｜する
この変態を恋愛といふ
（略）
もうけっしてさびしくはない
なんべんさびしくないと云ったとこで
またさびしくなるのはきまってゐる
けれどもここはこれでいいのだ
すべてさびしさと悲傷とを焚いて
ひとは透明な〔軌〕道をすすむ
ラリツクス ラリツクスいよいよ青く
雲はますます縮れてひかり
主主iムI主かっきりみちをまがる
この変態を恋愛といふ
（略）
もうけっしてさびしくはない
なんべんさびしくないと云ったとこで
またさびしくなるのはきまってゐる
けれどもここはこれでいいのだ
すべてさびしさとを焚いて
ひとは透明な〔軌〕道をすすむ
ラリツクス ラリツクス いよいよ青く
雲はますます縮れてひかり
かっきりみちは東へまがる
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OO
六）
高田務「「シグナルとシグナレ 」考・宮沢賢治作品ノ
i
ト（一）（た
て組）」（『大阪城南女子短期大学研究紀要』一
O、大阪城南女子短
期大学、一九七五）信時哲郎「結核患者・宮沢賢治」 上智大学国 論集 三六、二00
三・一）
池川敬司「宮沢賢治の初恋と短歌
υ不可解な歌をめぐって」（『園
文皐』九一、二
OO
七・一二）
中野新治「宮沢賢治における恋愛と宗教一「〔丁丁丁丁丁〕」をめぐって」（『日本文学研究』二四、一九八八・十一）
明μ
一「道づれの旅人との別れ」「無窮遠のかなたに離れたる友達は誠の兄弟だった」という表現には後の賢治の作品の大きなテ
17
の
片鱗がうかがえ、またその後の彼の半生｜｜妹トシや親友保阪嘉内との離別、魂の同行者の切なる希求を暗示するような内容が見られる。一発疹チフスと診断されるが、結核 初期症状の可能性がある。一相手は岩手病院の看護婦、高橋ミネ説があるが未詳。
四賢治の看病にあたった賢治の父政次郎は二度も倒れた。そのため賢治は負い目を感じ、父の言うことに反対しにくかったという。五当時は死病である結核と直接診断する事ははばかられたため、結核であっても肺浸潤や肋膜炎などぼかした表現で患者に伝えられることが多かった。
六信時哲郎「宮沢賢治とハヴロック・エリス一性教育・性的周期律・性的抑制・優生学」（「神戸山手大学環境文化研究所紀要六」二
OO
二・三）
七増田訳「産児の科学」による。八森荘己池『宮沢賢治の肖像』（津軽書房一、一九七四・十）九注一一に同じ。一O
注一一に同じ。
一一賢治の「『旅人のはなし』から」に呼応する部分。
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『 ? ? ? 』
????????????
ーーー???????????｜｜
????
?????、???????????????、???????
???????????????????。???????っ??????????、???「???」?????? ???? 、 ー 。 ? 、??? 、 、 、??? ? 。 ? ?????? 。??? ??? 。
???っ???、『???』 。? 『 』 、 ?
??? 。???? ? 。 、 っ
高
実
藤
代
??。???????????????????????っ?。?????? 『 』 『 』? 、??? ? 。 、??? 。 ??。
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????????
???????????????????。? ?
?
??????????????????????????
?、?????? 。 ??????? 、???????? 。??、 ? ????? 。???? 、 。 （ ）、??? ?
?????（?? ）????????????、???????
??????????。???????（????）????????????、????????っ 、 ? ?
? ??
??、 ?。 、 ????????? ? 。 ? 、 ?????? 。??? 、 ? ? ? 。 『?』 。
????????、??????????????っ?。???
??（ ）、 ? 、 っ???? ?? 、??? ?? 。 ? ???? 、??、 「 」 ー ッ 、???
?????（????）、??????????、????????
??? ? ? 、????っ 、 っ 。??? ? っ 、??? 。 ー ー ? 。???（ ）『 』 『 』 、?
?
?『???』????、?????ー???。???『??
??』 、 っ 。 、?。? ?、 。
??????????????、??????っ?。?????
??? ?? 、『 』（ ） 。???? ?（????）、 ? 。
?
?（????
?）?????????、??????????????、????? ? ? 。
????????????????。????????????
??っ 。 ????? ???????? っ???。 ? ???? 。
???? 、 ?
??? 、「 」（「ッ?」） ? っ 。
??????????、?ょっ?????????????
????????、?????????????????
?
?
???? ? っ ゃ 。（ ） ?????? ????????、?? 。?っ?? 、『
?
』?????????????っ
? ? （ ） 。
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?????????、?????????? 「
???」（?????「????」???っ????? ? 。
????、????????????????。?????
?????????っ? っ 。（??）????????? ?? っ 。 ? っ??? ? 。
?
???????
『??』???????????????????????。
?????、???????????????。『???』????????????????????。
??????????????、?????????「????
????っ??????????っ?????????????????????????????、????????????????? ? 、 ???? 」 、??? 、 。??? 、 「??? 、 、 、???、 っ 。??? 、 、 ???? 。」 っ 。??? ? っ 、?? 。??、????????????、??????????。??
???っ 、 っ 。
????????????、??????????????。
????????????っ??????????。???????? 、 ? ??????、??? ??っ????。?
????????????????????、????????
???っ?????っ?。
??、?????????、?????、??????????
?、? ? ???っ???。?????????????、????????? ??、???、????????? っ 。
??『???』???????
?????????（ ? ） ??????『?????
???』??? ? ? ?
?
??
?????。???? ? ? ? ???? ? 、『 』 、 、 ???? っ 。
??『???』 ?、??????、????
??? っ 。『????』?「??????」????????、『???』????っ 。??????? 。??、 、 。??? 、 ? 、??? ???
?。
?????????????、??????????、? ?
?っ? ?? ? 。? ????? 。
??? ?
?????????????????っ????????。
??、??『???』????????????????。??『???』????????????????ー??っ?。
???? 。 ? 『 』??っ??? 「 『 』????????? 、?????????〉?? 。??? ? 。」 、 ? ??。????? 「『 』 、っ?、 ? 。」 、 ィ???? 。
???????????? 「
??? 、 、????」「? 、 」??? 。 、 「??? ?、 、?????? ?」 『??』 ? 。
??????、??、? っ????? ? っ ? 、
??? ? 。 っ?????? 。??、?っ ? 。
??『???』
??????????????????、??????????
??????っ??、『???』?????????。?????????、??????『???』??????????。
?????????っ???、???????????????
??? 。 ?
?
???????????。?
?????? ? 、 ?。??、 ? 、 ???? 。 ? ?、??? ? ? 。 、???『 』 。
????『???』????? 。? （ ） 、
??? 『 』。 （?）?、?? 『 』。 ?（??????）
?、??????????????『???』?
? ? 。
??、???? ??????『 ? 』
??? ?? 。 『 』??????? ? ? っ 。
???? ???
?
???????????
?
?????????
??? 。????????、? 。??? 。 、「??? ? っ
?
?
?
??????」????。?
?????????????ー??っ??????、「?????」（???「??」???????）??????????????
???? ? 。
???????????????????????っ???
?????っ??????????????????〉っ???????????、???????????????っ????? ? 、 ???? 。『???』????????????????????????
????????????っ ??、????? ???????っ????????????? 。??? 、 ?、 ??っ? ? 。 「????」?っ 。 、「??? ? っ 」??? ? 。 っ 、??? 、 、??? 、 。
??、????????????????????????。「
?????、? っ 」 っ 「
????ー??、?????????、??、???????、??ッ???ッ??????、??????? ? 」 っ?。? 『? 』 、 ? ???? ? ? 。 ? 、??? ? 。 っ??? っ??? 。
?????????、???????????????、??、
???? 、 ? 。
??????、???????っ??、?????????
?っ?????????、???????ャ????????????????????????????っ?????????? 。 っ ?っ 。
???
?????????「?????、? ? 〉
???、????????? っ 、??、??? 、 っ 」??? 。? 『 』??? ?????????? っ? 、 。 、??? 、 っ 、? 。
?????????????? ? 『
?』? っ 。 、 ??? っ 。
????????????????????。??????
????????????????????、?????。???っ? っ ?。
????????????????
?
??、??????????
???????（???????????）?????っ????、?????????????っ??????。
??????? ー ????????『 』
???。 、 ????? ? 。 、 ?????? ? 。 ???? ? っ?。??? 、??? 。
?????『???』???? 、 ???、?????
??? 、 っ ゃ???? 、? っ 。??? 、?
1 
『???』???????????????、???????、?????????、??????????。??????「????」?? 、 っ????? っ ?。??? ? 。 ?? ??????、? （ ? ）
2 3 
4 
????。?????????、????????????。??、 ? ?????ッ???? ?、?????? ? 。 ??? ???? ? 。??? 『 』 ???、??? 。
（??????）
5 6 
??????????「??????????????????
?、??っ????????????????。?????????????? 、 ? 。」 ???っ ? ?「 ? 」 っ??? 。
??、??っ? 『 』 ?ッ
??? っ 。 ー???? 、 ッ 、??? ?ッ? っ ?????。
??????????? 、
??? 、???? っ??? ?
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四
??『???』
??、??????????????。???????????
?????、????????????。????????、????????????????????。?????????????? ? 。 ? 、??? 。 、??、 ー 。??? 。??、 『 』 ? っ?? ? ? 。
??????、?????? ?
??? 。 、「???? ?。 」???、 、??? 、??? 。 ? ? 「??? 『 』 ー 」? 。
?????????????????っ??????。????
???、『 』 っ? 。
????????『???』??? っ ?
??? ?? ?? 『 』???? ?、 ? 「 」 っ 、??? 、 っ??? 、 ー 。
?????『???』???????????????、??????? っ 、 ? ?。（????? ）
???????、??????????、???????ッ??
??? ?。
???『???』??????『???』????????
?????、??????????????????????。???????????? 、 っ??? 『 』 っ 。
（??）???????????????????????
??? 〉 ???????? 、 。? っ 、??? 、??? 。???????、? ?? 『 』 ? 。
????
『???』????????????????、???????、
???????????????????? ? 。
『???』 ? ??、????? ?
??? ??????????、『???』 ?? ?????? 。
?????『???』??????????????。??
??? ?? 。 ?
?????????????、?????????????????。? 、? っ 。
???????『???』??????????
???。????
??? 、 ??。
???、??????????????。??????????、
??? ? っ ?っ???。
????、『? 』 、???
???????? ? ????。
??? 、 ? ?、??
??? ?? 。
??? 、 「 ?
??? 」 、 ェー? ??。
???? っ ? ? 。
???ー ??? 、「 ー ????? 」???? 、 ? ?。
???、 ???? ??、
??? 。 、???? ? 。?、? ? 。?、? ャー 。
?????、??????っ??
?
????。???????ッ
??? 、 っ ? っ??、? ?? ?。 、???ッ ? 、 。
????????、???????????、????????
?????????????。
???????????、? 、 ? 『 ?』
??? っ 。 ?????、?
?
????????
???? ??????、??? ????????っ????? 。
五
??『???』???????
???????
?
?（???）????、??????????
???????。 ? ? 、 （ ）????っ 。 「 」 ?。??? 、???? 、 。???? 、 っ 。
??????? ??? 。 ?
?、? 。???? っ 。
???? 、 ?? 、
??? ??。 、???? 、 ?っ ?? っ 。??? ? ? 、? ?。
??????? ?????。「?? 」
??? 。 「 」???? ?。 『 』 ?? 、
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??。????????、????ャ???????、????『???』?????ー????? ?
????、?????????????????????。????????????? っ 、 ?
???? ? ?っ 。
??? 、 ????、????ー
??? 。 。 、????ュー 。
???? 「 、
??? 、 ー
??」?????っ 。 ー ?
??? ? ??。 ???、???? っ??? ? っ? っ 。
????????「 、
??? 」 、? ー ? ? 。
???、
?
????????
????????????????ゃ?????????。
????????。???????（?）?????????。? ? ?
????
?
??????????????????????。
??????????????????????、???、
??????っ?ゃっ???っ?、???????ゃ???????『????ーっ??っ?????』?、?????????っ 。 ?? ? ?
????『??
?
?』っ????っ???、?????
????っ 、 っ っ?? ?
????????????????????、????????
????????????????。
????????????っ 。「『 ?』?
?
?
???????」 、 ? 。「
???? っ 。 ???????????、?? っ 、『 、 ??????? ??、??? 。 、 ?????、 っ 』 」。??っ 、 ? ?? 。 、??? っ 、 ???。??? っ???、 ? ???? っ?。? ? 、??? 。 「 、???、 」
?????????、??????? 。 ?
???? 。 「 、『??』? ? ? 、
??? ?
????っ???????????『???』????」????っ????、?????。 ? ? ?????? 。 ? 、???????「?? ???? 」 。
?????????????????、???????????
??? 。 ????「???? 、 」
? ? ? ? 。
?
?
???「??????????ィッ??????????
???、 。 、???? ??? ?。??」
?
?
?
???????????「???????????????、
??? ?? 、???、 ? ?、 『 』??っ 」 っ 『 』??? 。??『???』 ?????????????っ?????、?
??? ? ?? 。
?
???、?????????、
???? ???「 ? っ?? 。?? 、 。???? ?」 ? 『 』 『?』? 、 。
???????? ? 「 ? ?????????、
???? 」 。???? ? 、
?????、??????????????????????????? ? 、 ?????????。
????????????????、「????????????
??? 」 っ 。???、 ?????????????????、???? ? 。
????
?????????? 、 ???
??????っ 。????????、? っ っ 。??? ? 『 』 、??? ー 。 、??? っ ? 。
????????????????????っ?。???、??
????
?
???????????????????????。?
???? ッ 。 、??? 、 ャー??? 。 ??
??
???、???????。?????『???』??
??? 、 ー ??? 、 。??? ? 、 っ 。??? 、 「 」「
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?
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」???????っ???????
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???。
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???。???
?
??『???』
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???? ??????、?????????????????
?? ???。????????????????、????っ???ィ
。
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「????」（???
????
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?????????「? 」 ? 、? ? ?
?
?
? 、
。
??????、??????、?????????、??????、??
?? ?、???
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???????、?????????ュ
ー
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???
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?
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?
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?
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?
。
?
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????????
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?
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?
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｜｜
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資
料
?????????。?????????????????????、???、???????????????????????。 、??? っ ? 。 ? 、??? 、 っ 。
????、＝??＝??????????????ー「??」
??? 。 、 ??????? 、 、 っ??? 、 、?? 。
???????、 ????、???「?????」??????????????っ???。??
??、? ?? 、?????? 。 、 、??? ? 。 、 。 、??? っ ? っ 。
???????????????っ ?、 、
??、
????????????、????
?????? 。?、? ? 。 っ???、 っ 。
????、?? 、 ??? 。 ?
??????、?????????????????、?????っ??????????っ?。???、??????????? 。 、 ???、 ? っ 。
????????????????、??????????
っ?ょ っ 。 、????、? 「 」???? ? ? 。 。??、 ? 、??? 、??? ? 。 ? ャ ???? 、? 。
?????????????っ 。
??? ?? 、?????。 、っ?。 、 。??? ? 、??っ 。
?????????????、?? ??? 。?????????????、?? ????? ?
???、?? ???? ? ?? 。???、?? 、 ? ?????
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????????????、??????っ??????????? 。 ?、「 」 ?「???? ??????????????????????? 。
??????、「???」?????っ??????????
???、 。????、? ???? っ っ??? 、 っ
?
「???」??????ー?ィー。??????? 、 ?? ? ゃ、 ?
???? っ 、 ?????? っ?。 、『 』??? 、 ? 。??? 、 ? 「っ?」 、 ? 。??? っ 、??? っ 。
???????????、???????? っ
??? 、 ? ? 、???、 ?? っ 。
???? 、 。???????????? 。??? っ ??。??? 、 ? っ 。
???????????????????????＝?????????????????、??????、??
???????っ???????。
「???、 ?? ゃ? 」????っ 、 ?っ 。
???? ?
資
料
（）???????、【】????????、《》????????????。??????ー ?
?????っ???
???「 、 （ ?っ????????）」??「???、 っ? ? ゃ 、 ??ゃ? ? 」
??、????
???「 ゃ っ ?、 っ 」???「 ?? ???? っ っ ? ??っ????」?「 、ょ 」??「 （???「 ?? 。? 。?ゃ （ ）」??「 ? 、 」??「 ?、 っ? っ ?? （??） （ （ ）??? っ ? 。
???「??????????」???「?? ゃ 」《????》???「 ?（ ）、 ????ゃ????????。?????? ?? ? 。??? ? ?????、? っ ????????? ゃ っ 」《 》「 ?? ゃ っ?（? っ ） ???っ （??「 （ ）」
????????????
???「（ ?） 」
???
???「（ ? ゃ 、 ?、? 、?? 」???「 ????? 」
??????
??「? 」
??、 ??
???「 ? ゃ??、 。 ゃ??? 」???「（ ??? ? ） 、 ? 」??「 （
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???「（????っ?、????）??、????????????」??「?ー?、 ? ? 、??????っ 」?? ? 」
??、??、??????
??????ー?????? ? っ??? ????「 ?????【????? ッ ｝??っ ????? 」??「 ?」???「 ゃ 」??「 、?? ? ?」???「 ? ?? っ 」???「 ? ゃ っ っ 、 っ? 」
???、????????????。
???「?? ? 、 ゃ?? っ っ 」
????「?、??????」
???、?????????。
???「 ? ? ??????????????っ???。?? ?? ? っ?? 」??「 （?? ????「 、 ゃ ? ゃ???。 ? ??。 、 」
???、?????????????。【?????ョッ?】
???「（ っ ） ?、? ? ゃ?????。（ ） 、 ?っ????? っ? 、 、 ?」???「 ゃ?、 ? 。??、 ?」
????????
???「 ? ゃ っ 、? 」??「（??? ） 」???「（ ? ） 、 。 」???「（? ） ゃ 、 」??「（ ? ゅ （ ）」??「?っ （ ）」??「（ ? ） 、 ゃ 」??「 、
???
???「?、??、?ゃ???????????????????????? ?ょ。?、? ゃ 、 ???、?（???? ?????????）??、? ょ 。 、???? ?ょ。? 」
???、?????????????????【??????????】
??「? 」???「???? 」? 「 ? 」
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「??????
ユ????????」
研
iJ荷主
プb
ーーー????????????????????｜｜｜
????
???????????????????????ッ?????
?????っ?。????????????????????????、?????っ???????????????????????? ? ? 。?ッ? ? 、 っ??? ? 。??? 。 ッ 、??? 。 ? 、『?
?
??』????、「???ッ?????、?????????
??? 」 、 ッ 「 」（??） 、「 ッ??? ? 。??? 。 ッ??? 「 ? 」 、 「 」??? 」 、 ? 。
手。
海
長
明
日
????????「????????????」???????????????????????????????っ??、?????? っ ? 。 ????、??? っ 。
??????????????っ????、?????????
??? 、?「???? 」??? 。 ー ー??? 、 。??? 、 、??? 、??? ? っ 。???? 、 ュ 、??? 。 。??? 。??? 、
???
?
???????????????。
????????
?????????
?????
?
＝?（?? ）? ???、?????????
?（????????）??????????、????????。???????、 っ ?、 ?????? 、 （ ）??? ? 『??? ?』【 ?
? ?
?
?? ?
】???、????????????。???????
? ? 、 ? 『???? 』? 。 ?ュ ?
???? ? ??。???? 「?????、?????
??? 」 ?、 （ ）???ー ッ ?? 、 ???? 「 っ 」??っ 、? ? 。
????（??? ）?、『 ?』 ??、? ? ?
??。 ? 、???? ?っ ? ? 。??? ?? 、っ?? ? ? 。 、
??????????、?????????????????????? 。 ? ュ ???????、??? ??????????????????? 、??? っ 。??? ????っ?。?、? 。??? ? 。
?ュ???????????
????????????????????????、????
??????? 。
?
（???）??
『????????』????????????????????? ????
?
???????????、?????
??????? ???? 。 ー???、 っ 、 ッ?? っ 。
????（?????｝???、???????????????
??。 ャ ッ ィ、 ? 、 ャ
?
? ?
??
???、?????????っ??????????????
??? ??っ 。 、 ????、 。
????（? ＝
?
?、?????????????????
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? ?
?
?????????????????、?ー?ッ?????
?。????????????、????????ー?ッ??????? ????。??????????、???????????? 、 ー ッ? 、 ??? ? っ 、 、『 』?「? 」 、 、 、 ?
?
、???
?
???????、???????ー?ッ???????????
??っ 。 ???? ? 。
?????? ? 、 ?
??? 。 、???? ? ?? ? 。???、 ? 、?????? ? 、??? 、 、??? ???? 。 （ ） 、??『 』 っ??? 。 、
???????
????????????ょ?
?
??????????????
???????っ????????????、 っ ?????? 。 、 ? ?????????っ
?????。?????????????????????っ????、????、???????????。??????????? 、 ????。 、 、???ェ ? 。（?「 」 ，「???????????ュ??????」）
出
典
?????、 ? っ 。
????????????????（????）?、『?????』???????? ?（?????? ???? ???????? ? ?。????? ?? 。
???、??? ?
っ?? 。 っ 、?????? 、???? 。 、 、??? 、 ?? ???? っ 。
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????（????? ? 、
?????、 。???『?? 』 、??? 、??? ? 。
?????????????????????。??????????????????????????、?????、???????? っ ? っ?。????
?
（????｝???????『??』?、???????
??っ 、 、 ? 『???
?
?????』???
?
??????????、???
??? ? 。 っ??? っ 、 、??? っ 。??? 。
???、?????????????????、???????
??? 。????っ?。 、??? っ 。 、??? 、??? ?
????????????????????
????
?????????、?????? ?
??????っ???????????。???? ?
???????????????????????????。???、???????、??
?
????????????ュ????
??? 、?? 。
?????
?????????????????、????????????
??????? ? ? ? ?????????、????????「 ュ 」??? 。??? （ ） 。 、?????、 。???「??????」??「???????」???。
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????（ ）『??」? 「 ??、????? 、 ? ??????? 、???、（ ?）?? 、??? 、? ?? 。」「??????? 」 「 ? 、???、???、 、?
???????、???????????????、?????????? ? っ 」「?っ ??????? 、 ?????っ??????????? 、 っ 」
?????????????????????????????
???? ?? 。 ? 、 ????????? 、??? ュ??? ? 。??? 、??? っ 、? 。
???、?????????????????????????
??? っ? 。 「 」 「???? ? 」 『 」?。? 「 。「???」??????っ???????????????。????? ?っ ? 」 。???? ? 、??? 、 ???? ? っ 、??? ? 。 、 ???? 、???ッ ー ? 。?
???????
?
?????????????、????????
???????????????????っ?????。??????? 、「 ? ?」?????、? ????っ 、「 」 ???????。????（? ?『??????」??「??????、???????????????? 、 。????、?? 、 ??っ?? 、??? ???、 、 っ??? 。 、 ???? 、? ? 、??? ?」
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????????????、????????????????
???? ? 、?。????、??? 、 ? っ??? 。??? 、 。??「 」 、 「 」「??? 」「 」? 。
????（????）?『?????? 」 「 ???????????、?ャ??????? ???? ?っ??????、??????????? ?? 、 。??????、?????? ? っ 、 ? っ??? 」『???????? ? ?? 」 「 ??、????? ? 、 ? ? 、???? ? ??? ?」『『??』 」??「 ? ?????? ? ???? 。 」『?????????? 』
?
「?????????????
??? っ ????、???????? 」
「???????」??、?????????????????
???? ????。?????? 、 ? ????? っ? ? 。??? ? っ 。『??? 』 、?????? 。 ???? ? 、??? 、
????????????。????「??????????????」???????????「?????」??????????? ? 。
???????????????????????、?????
??? 、。 ?「????」、???「????????」????、????????? ? ??。?????、?? ? 、「???? ?????」?????????? ?、 ???????? ? 。 （ ｝ 「 」??? 、 、??? ???? 。 ? ??、???? 、 ? ?? 。??、????（????）??、??『???』??????
??? 。「?????? 』??? 、 っ 。??? 、 ? ???? 。っ?? 、??? っ 。
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????（????）?『????????（???????????）』??「??????、????????????
?
????、????????????
????、?????、??????、??????????????? 、 ?????????????????。 ? ? 、??? ッ??? 」「 、??? 。??? 、 ッ 、??? ? 」???????????」??「 ? 、? ????? っ 、???? ????、 ??。? 、 〉??っ 、 、 ィ
?
???????、?
??? っ 、??? ? っ 」「??????????」? 、 ? ??????ー ????、???「 っ 、 、?っ? ゃ ? 、
??????????????」??????。?????????????????????????????????????、「?????????????っ?、????????????っ??? 」 、???? ? 、???? 。??? 、??? ? っ 、??? 。?????????????????????????????
?、? 。?、?? ? ???? 。 、???
?
???????????????????。??
??? 、「 ュ??? 」 、??? ? 、??? ? 。??? っ ????。 、 「 」?、? ュ
?
?、?????、????????????
??? 、? 。
? ? ??
????（ ? 〉?
『?????????（??????????、???????
????????????????????、「????????????????? ???っ???????」 ?、?????? ????? 、 ??? 。 ????? ??、『 』「?????????????????????????????、??? 」 ???、? 、 、??? ? 。??? っ ー っ 、??? ??? ー ?? 。??? 「??? 」 、 ??? 。? ? ?
?
（????）?
『???」??「???????? ャッ????? 、? 「 」 「 」???、 ?? ? っ???」「????、 っ 。? っ 。」?????????????????????、???????
??? ? っ
?????。
?????????????、????（????｝??????
??? ??????????、????????、??????? ?? ? 。
???、 ????「???」???、? ? ?
??? っ ???、????????? ??? ????????? ?。??、「 ? 」 、 ? 、「???? 、 。??? 、 ? 、??? ? 、??? っ 。 ?、 ュ??? 、?っ?」 、 「??? 、??? 。 「 」 、??? ? 、「??? っ 」 「??? 」 。??? 、 っ??? 。 「 」「 」??? 、 ??? 。
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?????????、??????????????????
?????????、???????????????????????、????????????????????????????? 、 ???? 。 、??? ? っ 、??? っ 。??? 、 、??? 。?????? 。??? 、???、 ュ??? 、 っ??? っ 。 、??? 、 、?????? っ 、 っ??? 。??? 、
?
?（?????）??
???ャー 『『 』 』???、「 ュ??? っ 。??? 、??? っ 」「??? 」 。
?っ?、??????????????????????????? ? ? 。
??????????????、????????????っ?
??? 。「 ??」?????（?????）? ? 、?????? 、? ? ???????
???????
?
???????、??
?
????????
?????? 、?
?
?? ? 、
?
???????
???ァッ ョ??? 、
?
????????????
??? ??? ? ー ?。??? 、 ー??? 〉 。
? ?? ?
???????、???、?????????????????
???? ? ?? 。??????? 、 ? ュ??? 、 ????。 、??? 。 っ??? っ???っ 。 。
???????
???????
???????（????）?、??????????????。
???、???????、???????????????????????。 （ ?
?
?????）?????????
??? ? 、 っ??? 、?????? ????????????????? ? 。 （ ） 、??? 。
???、???????????、 ? ? ????。????、???? ??。??????『???????????』???、?????『????????』 。???? ? ? 。??? 、 、?
???????っ??、?????????。???????? 、?、? ? 。 、??? っ 、??? 。 「??? 、??? 、「 」（ ） 、??? 」 ? ?
????。?????????、??????????????????????????????、?ュ??????????????? ? ? 。??? 、?。? 、??? 。??? 、 ? ????。???っ 。 ュ?????? 。
????????????
? ???
????????
????（????）??????
?
（????）????????
???、?????『 』????? ? 、「??? 。? 、 、 っ??? っ 。」 、 っ???。 っ ???、? 。??? ???? ? 、??。 っ 。 、
???っ??????????????????????????? 。
????（??＝?）?、???????????、??????
??? ? 。?????? ? 、??? ? 。 、ー?? ??? 、??????????????????????? 「 」 「???」 ? 「?」? 。??? っ 、
?
（????
?）? ャー??? 。 ????? 。 （ ） 「??? 」? ッ 、 、 ュ??? 、 ッ 、 ュッ ェ??? ? 、 「???」 。 （?）? 「??? っ 」 、??? っ 「?っ? 。 っ 、 、??? っ 。??? ?
????????っ????????。? （ ??? ） 、『??????』 ?、「???????????????、???? ???? ?、?? ???????????? ??」 、 ? ?????????? 。 ? 、? ???????? っ 。??? ? 。 、 っ??? 「 ? ??? 」??? ? 、「 っ 」??? 、 。??? 、?????? 。??? 、??? 。?
?
（?????）?
『『????????」?????』??、 ???? 。 っ ュ???? ?? 、??? 、? 。っ?? 、っ?? ?。 、っ??? 。
???
????????????????
????????、????????????????????
?????、???????????????。?????、?????????、??????????????????????っ??、 ?、 ???。????? 『
?
???????』???????
??、 。「 、 っ ??、???? ? 、??? ?? 。???「 」 っ??? っ?? 」
??????、???????、?? ?
???? 、 『 』???? ? 。『 』 、??? 、 っ っ?。『 』 、??? ? 。
????
????????????????、????????????
???????。 ?ュ
?????っ??、????????????????????。??????????????、??? ー??? 、 ? ???? っ 。 ???????????? 、??? 、 っ 。??? 、??? ュ??? っ 。 ???? 、??? っ 。??? 、 。??? 、??? 。??? 、?????。??? 、 《 、?????? ? 、???? っ 。
??????、??????ー?ッ??????。??????
?、? っ???? ?。 ー ッ 、
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????????????????。?????、???「????ュ??????????」???????????????????? ? 。? 、????「?ャー ィッ ? 」 、?????? 、 っ ュ??? 「 ー 」?????? 。「 ー 」 っ??? 、 「 」 。??、 ュ?? ? 。
??????ュ?????????????、???っ??、??
??? ? ー ッ??????っ 。??? 。??? ョ ー??? 。??? 。 、??? 、??っ 。??? 、??? ? っ 、??? 、??? 、
??????????????????????????????????????っ?。????????????????、????? 、??? ? ?っ 。?、? っ??? 。
?
?
?? ?
?????????
????『??? ?????????????』（??????????，?
?
?????）
『??? 』（ ????，???????
?
???????）
???『???? 』（ ??? ， ，「????????
?
????」
（?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ? ?
?? ? ? ?
?
? ? 。 ? ? ?
? ? ?
?
? ）
???『??? ?????』（? ?，???????）『?????? ? 』（ ュ
?
? ?
?
?
?，? ? ?，???
??
???）
『、?、???ュ 』（ ????，? ， ）『 ?
?
????』（?????，???????）
?????．??）
『??????????????????』?「????、?????????」?????。「 ュ 」 ? ? 。「?????? 」 、「??????ャー? ??ィッ?? ? ?、?? ? ????? ?、 ー ?っ 」
???????
。?? ? ?
?????
｜｜?????????ーーー
序
章
???????「?????」???ー?????、?????
??????????、????????っ???????????」?????。????????????「???????」???、 ?、 、 ?、『???』 っ 。??? ? 、 ー ュ っ ???? 、「 」??? ー 。
??????????? 、 ? ????????「?
?」?
?
????????、???っ?「??」??????
???? っ 「 」 ー??? ? ? ?ェ
?
??????????、?
?? 。
????????
青
織
井
詩
???????
??????????????
?
?
?
???
?
???????、
??????????????。??、????????????? っ 。
????「 「 」
?
「??」 「 ????」
???」 ?、???
?
? ?
?
????????????「?
?」?? ???、? ? ????? ? 。
。????ッ???????????????『?????』
（?????）、?????『??』（?????）、???『???』（?????）、????『????』（??????）、????『?????』（? ）
。「??」??????????
?
????????????
『?
???』（?????）
?「??」???? ? ??『?
??』（? ）
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?????????????????????????????
??????????????。????「??」??
?
????
????。? ?、 ? ? ???「?? ?」 、 ー ッ??? 、 ? ? ???? ー ??????????????? ?? ???? 、??? ? ィ ィ??ー っ っ 。
??、?????????、 ???????
??? 、 ??。?? ? ? 「 」?。? ?、 「 「 」
?
????
? ? （ ィ?ィ ） 、「 」?「? 」 。
??????????「??」
???????????? ?????????? 。
??????? ? ? 、?????????。?、? ?ィ?ィ???。 、 っ 。（?
）????
?????、???????????????????????
??。????????????『??????』（????）、『?????』（????）???? ? ?? ???? ? ? ?? 。 、??? っ ?? 。
?
????????????
??? 、
?
??????????????「??」???
?? 、「 」 ? ??????????? 。??????????????????????????????『????
?』、????
?
????『????
??』????? 「? 」 、 「 」??
?
???っ???????。
????、 「??? 」 っ （『 』）、
??? ? ? ? 〈 〉? 。
???、 ?????
??? 。 ? ?『 』???? ????? （?） （ ） 、??? ? 「 」 。
????????「? 」????。?? 、?????
??? 、 ?? っ
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??、?????????????????????????????????????「??」??っ???。???????????? ? 。???? 。
???、?????????「??」????????????
???。
?
??????『??????』、『??』、『?
????』?? 。
????「??」
???
『??????』（????）
『??????』?????〈?〉?????、?????「〈?〉
????
?
???「??????」??｜｜」?????。??
? ??????、「? 」 「 」（「???」 ????????。?????????っ?、???「? 」 「?? 」 、? ? 、『 』 、「 」「???? 」??? 、 ? 「 」 ???? 。 、『 』 、 、 、???? ? ? ? ?? 、 「〈 〉??? ? 」 。
??????????????、?????????????
????????、???????????????、?????? ? ? 。
???、?????????????????????、??????、 ? 。
????????、?????????????????、??
??? 。 、 ????? ????、???????????、????????。? ?? っ 。
『??』（????）
『??』?????????????????????????
????。?? ?「 「 」 ｜｜??ゃ? 」 ?。
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?????????????、??????? ??????? 、 ? ??? 、??? っ っ? 。
『??』??????????「?」????????、???????????、??? ? ?????? 、?っ?? 、 ? ? 「 」（???? ?ッ ）、???????????
??????????ー?ー????????????、『??????』????????っ?「? 」 ????? 。 ? 、 ???????、?????? ? ?? 、???、 ? 、??? ? 、 「?」??? 「 、 、 」 「 」?『? 』 ー ー ッ ?? ? 。
『??』??、??????????????????。???????????????????????????????、????????????????????????? っ 。
?????『??』? 「 」??っ???????? ?? ??。「 」? ? 、??? ? ? ? 、? 。??? ? ? 。 、???「 」? 「 」??? 。??? 、 、 。
??????、????、???っ???ー???????。『?
?』? 、「 」 ? 、
?????????、??????????????????????????????????。????????っ???、????? ???? っ 。
『?????』（????）
『?????』????「?」???????「???」??っ
??????? 「 」 「 」???????? 。「 」????????、 ? 、「??? 」 、「 」 ??「? 」??? 。???、「 」 「? 」 ??、??? ー 。??? 『 ゃ 」 「??」 ? 、「 」 」 「 っ? ? 」、
????「????」??????????っ???????っ
?。? 「 」 、???? ?? 、??、 ? ? ??。? 、??? 「 っ 」 、
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???っ???????????????????
?「????」? ? 。
????????『?????』????????、????「?
??｜｜? ?? ???｜｜」????????????。「????」????????「????」????????、「????」 ? 「 ?」 ??? 、?
?????????????ッ???????、?????
? ??。
???????、????????、?????????????????????????????????。???????ゃ ? 、 ???? 。???。 っ ????、 ? 「 」??? 、 、?、? 。
???、「????」?「????」?「 」 ? ??????????「?? ? 」 ?、??? ?? ? ? ?? ?、?????? 。
?ゃ???????? ? 「 」 、??っ? 、 。「
???」???????????ー???????????。???????? 、「 ? 」 ???、 ? ? 。 、??? 。 、??? ????????『?????』????????、「?」??????????、
????????????。????、????????????????????、???????????????????。???、 ? 。
「???」?「? 」? ???、????「???
??」?「 ? 」 、 「 」 「????」? 、???、 ?「 」 、 ? ???? ???? 。『 』 「?」? 。 ?、 「 」??、 」? ? 。
???
???????????????、???????????????????。??????、????、?????? 、 っ っ? 。
?????「?」??っ??????????、?」????」??????、????? ? 「 」 ? ? ???、 ? ? ?」??????? ??? 。??? ?ィ ? 、?っ? ? 、「 」?「? ?」 ? ?、「 」??? ??? 。
????「?????」?????????????????、「???」?「??」??????「?????」???????
?。??、「 ?」 「 」 ???? 、 」???「? ?」 、「 」?「? ??? ? 」 ? ???? っ 「 」 、??? 。「 、 「??? 」 「 」??? 、? ? っ? 。
???、「???」?「?????」???????????、?
??? 。 」 、「??」??? 「 」??? 、 。「 」??? ??「 」 「 」
?????????、「????」????????。???、????「?????」 「?? 」 ? ?。??、『 』 「 」 ?? ?。
??、「???」?「??????」?「?????」?????
??? ?、「 」??? ??。「 」 ?????「??? 」??? ? ???、 ???????????????????????????、「?っ???? 」 「 、????? 「 」 ??。
「?っ???????」?????ー???、????????。
「?????」 「 っ 」??????、 ??????? 。 」 』 、?」? 。「 」??? っ 、 「?」 。???、「?????」????「???? ?」 ? 。
??? ?? っ 、 ???、「? ? 、「 」??? ? 。 っ 、??? ?? 、 、??っ ?「 」 っ 。「 ? 」「???????」???っ????? 、 「
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??」???、????????「????」??????「????」???????。??????????????、??????? 、「 」 「 」 ?? 。
「?????」?、「???」??「??????、??????
???、?? っ???? 、「 」 「 」? ???? ? 、?。? 。
????????「???」??「?????」???????
??? 「 」 ? ???、? ? ?? 、 ???? ? 「?」? っ 」??? ? 。
「?????」?「???????」?????????
???、 ? 「 」???「?? 、? ー「????」???????。「 」 ? ??????? 「 ? 」 、 ー?? ? 。「 」 、 「??」 ? 、 。??????、『??』???????? ????、『?
????』 ? 。『 』
???????????。????『??』????????、『??』????????? っ 。? ????。『 』 「 」 ??、? っ 。
『?????』?????????????????、「?」??
??? ? 、 ?っ 、??????? 、? ??? 。
『???? 』?????????「????」
???。 、「 」?
四
『??????????』（????）
? ?? ?
??、『?????』????????????????????
??っ?。?? ??、 ??? 、『?? 』 ? ?。
????『 ?? 』 ?、
?、? ??? ???? 、??、??、 ? ? ? 、??? ? 、 ? ー??? 。
『??????????』??、「??? 」 「
??? 「 ?、 」」 「 、???」 ? っ ? っ 、??っ ? 「 」 。
「???????」??????????????????????????????????????（???????????????）? 。??、『??????????』??????
?
?????、「?
???」 「? 」 『??????』 ? ???、?????「〈 〉? ｜｜「??? 」 ｜
?
」???????、??????????????
?? 、「 」???「 ??? ? 」（ ） ????
?????「????」 ?? 、??????????
?。? ? （ ）、 「 ???????っ 」 、 。??? ? 、 『 』?「?」 ? ???? 、 、??? 、???? ? 。??? 、 、 「 」??? 「 」 。 、??? 「 」 ー 。
???????????、???????っ???????????。? 、 ? ???????????、 、
????????。
???????????っ?????????????????
?????。??、?」????』????????????????????????????。???、「????っ?????????? っ?」 、 ?? ???? 。 」 』??? ? 。??、 ー 、 ?? ?。
??、????????????????????「?????
??」 「? 」 ?。? ????? ? 、 、??? ? 、??? 。 、 、??? ???? 。 、 、 「??」 、??? ? 。 、??? ? 、??? 。 「 」 、??? っ 「 」「???????」?????。「???」?『?????』?????「 」 っ 。 、『 』 「??」?『? 』 ? 、
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???????「???????」??????????????、??????。
?????????、???????????????、???
???「 」 ? 、??? ???????? ? 。「??? 」 、?（? ） （ ） ???っ?、「???? 」??? ー ?? 。
?????????? 「? 」
??? 、???? ?? 「 」 。 、『 ???????』 「? 、??? 、 、 ?、????? ? 、 っ? ??? 。
終
章
???っ?「??」?????
?
??????????????
????っ?? 。 、?????????? っ ???? 。 「??? ? 、??? 、 。 、『
???????』????????????????、??????????っ??????「???」??? ?っ 。??? 、 ? ? 、??、『 』 ? ?? 。???? ????? 、 ?、? ??? ???? 。 、??? ? 「 」 、? 。
?????「???????｜｜『??????』??????
??ー ュ｜｜」 、 ー ュ???? ?? 。 ー?????? っ 、 「 」「 」「??」? っ 。
??????? ? 、 ???
?っ?。 ? 、「???「 「 」 「 」 ? 、??「 ??? 」 「 」 。『??? 』 、 っ 、? 、 っ 、『 』 」、「?」????????????、???????っ???っ???、『? ? 「 」、 「 」、『??? ? 』 ? ?っ??、???「 」 「 」、 、「 」???? ?? ?? 、??? ? 。
? ??
?????????「?」?「??????」????????
???????ィ?ィ?????ょ???????、??「?????????????、? ? ?。 ? 、『??????』?『??』????????、?っ?????ゃ??? ? ?、?????? 、 ?????、 「???、『??? 』 『 ? ? ? 』 、???
??? ?? 、???? 。?? 、 ???? 、? ???? 、 「??? 。 、??? 、「 」 「 」??? 。『?』? 、???、 、??『? 』 ??????? 、『 』 「 」??? 『 』 『???』 。??? ? ???? 「 」 」??? ー 、 「 」?????? 。 、『??』 ??
?
??????
????????「??」????????、??????、???????????????????、???????????ー??? 。
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????
?????「〈?〉????
?｜｜???「??????」??｜
?
」
（?????????????「??????????????????? 」（??）、?
?
? ? ）
????「 「 」
? ?
?「??」?「?????」??
?」（ 『???? ?? 「?」』??????、?????? ? ? ）?ッ? ? 『 ッ
?
』（????、??????
? ）? ?「 ? ｜ 」（『 ? 、??? ?）??? 「 」（ 「 ?」（???）、???
? ? ）
??? 『 『? 』 』（ 、?
?
? ? ? ? ）
??? 「〈 〉 』（『 ????、
?
）
?? 「 「 」 ｜ ? ゃ 」（『???』? ???????、?
?
???）
??? 「 ?
?
『??????』???????
?ー?ュ
?
」（『????』?????、?
?
????）
???????「??? ?? ? ???? 」（『 』 、 ? 、?
??
? ? ）
????「? 」（『 』? 、????「「? 」 ｜｜ ? 「 」
?
? 」
（『??????』?????、?
?
? ? ? ? ? ）
????『?????』（???、??????）???『????〉 ??』（ ? 、
?
???）
??? 「 ? 〈 〉
?
?????????
?
? 」
（『??????』???? 、 ）??? 「 ??? ｜｜『?? ?』『 』『?????? 』 」（『 （ ）????』??? 、 ? ）???ょ「 〈 〉 『 ????』『??』『???? ??』 」（『??? 』? ???、
?
? ? ? ）
????「?
?
????」（『????????』??
?（?）、?
?
? ? ? ）
??? 「
?
（??）???｜｜??、?、??、
??ー ?
??
」（『? 』?????、??????）
????「???????」（『??』? 、?
??
? ? ）
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?
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??」（????『????????「?」』??????、???????）??。
??? 。
??????。? ???「〈?〉????｜｜???「??????」??｜｜」
（?????????????「???????????????????」（??）、??
?
?）??。
????? 。?????「〈? 〉 ?? ?
?
??????」（『????』
????、???
?
）??。
??? 「 「 」 ｜｜ ?? ?ゃ 」
（『???』????? 、
?
???）??。
?? 。? ??「 ｜｜ ? ｜」（『 』
??????） 。。??
?
???。
???
?
? 。
?????『?????』 ?、 ?????）? 。? 。??????「 ??????｜｜
?
『??????』???????
?ー?ュ｜｜」（『 』 、
?
???）??。
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????????????っ?。?、
???????っ?。
?ーー????「??????」
?????? ? ? ??????????????? っ ??、?????、 ??? ? っ???? っ ?????っ????、 ?っ 、 ? ?っ 、?? ?? ? 。ー
?
?????「????」
????
????????「???」（『????』??????）?、??
?????????????、???????????。
??? ?、???????? ? ?
??? 、 ?????。?????、 ??、?????? ?。 、 ??
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????????、??????????????????。????、??????????????、??????????????? 、 ? 、?、? ? ? 。 、 ッ??? 「 」??? ? 。 っ ｜｜「 ? ? ? 」 （ 『 ? ? 』 ? ? ?
?
???）?、?????「??????」
??? 「??? 」（ ） 「 」（『 』??
? ? ? ? ）
?
ー???????????、???????。??、
??? ??、??? ?? 。 、??? 、 っ
?
? ? ?
?
???????
??? 。??、「 」 ? 。
???
?
?????????????????（??????、???、??????? ?。
? ?
???? ? ? ? ?
??? 、 、 ???? ??????。?????? ??、???
?
???
?
???????????????、??????????
??? 。
???、??」???
?
???????????????
?
? ?
??? 。 、 、????ャ??。? 、 、???、 ? 。???、? っ 、??? っ 。
??????
????「???」?、??「? 」? ? ??????
?
?
??
?
?????? ??????、?????????
????????? 。
「?? 」?、（「????」???）??????????????
??? 、 。 。
????、?????、?、????????ょ? ? ?
??? 。 ???? ?
???????????????。????、???????、?????????? 、 ? 。 ? 、 ????? っ ??、????????????? 。 、 ??????? ????? ? 。??っ 、???、?。? ?、 、 、?????? ? 。 、???。 「 っ 、?っ??? 。」 、 「 」ぃ、? 「 」? 。
??、????っ????????????、????っ???
??? ?? 、?っ?、???? 。
????????????????、????????????
?っ? ? ? 。 、?????? っ 。 、??? ? 。 、??? っ 。 、??? 。 、
? ??
??、????????。???、?????????っ???????っ?。????、???????????????????っ?? 。? 、 ? ? 。??、「 ? ?????
?」（???）?????????????っ??、??
??? ? 。
????、「???」??????、????????、????
??? ??? ? ??????、??????????????
?
??????っ?。??
?、? 「
?
」?????????????、??
??? 。
????????????、????????????????。
???、 、 、??????。??? 、 、??? 。 、????。? ? っ
????、「???」?、??「???」 ?? ?
??? 、???、?? 。??? ? 、 、??? ? 、
??（?）、??????????????、??????????????
?
。???????
????
?
??????????。
??????????????、??????????????
??、 ?? ?? ??????? 。????、? 、 ッ ー????（??? ?） っ ? 、 、???? ? ? ?っ?、???? （ ） 、??? ? ?。? 、??? 、 。?「??????????、??????????、?????????? 。 ? ????、???、? っ? ? 。
????
????????
????、「???」?、??????ャ??????????。????、??? ? ? 」 ? ?
???????。?、? っ???????。? 「 」 、??、 ャ ? ? 、 ? 。
?
?
?「?????（?）」?、?????????、「?????
???????????????????、?????????????????、?????????????????????????。 、 ? っ??? 。」（ 。
?????、???「?????（?）」?、?????????、「?????????っ???????????????????
????。」（ ） 。
???「? ? 」 、「 ? 、???????
??? ??? 。 っ 、?????。 っ? っ ? 、??? ??、 。 ゃ っ??、 。」（
? ）??ャ???????、?????
??? 。「 」
????「???? （ ?）」 、「 ?????。 ?
??、 ? っ 。????? 『 』 ? ???? ??? 。??? 。??? 。」（ ） ャ??、 っ 。
???「???????」 、「? 。
??? 。
?????????????????????????????。?? 。?、 ??。
????「??????」?????????????。
???????????????????っ???。?????、??????????? ? ? 、?????? ?、 ???? ? 、 っ??? 。??? ????? 、??? 。 『 』 『
?
』?????????????????????っ?、??
??? っ 、???????? 、?? 〉?。? 、??? 、 、??? ? 、?
?
? ??
「????????」???、????ャ???????????
??????。????「????『??』」??、??????????? ? ? ? ?『??』（??
?
? ? ? ? ）
??? 。 ??。
??、???「????（?）」?、???????「??」（『??
?』? ） 、 「 」?????。「 ??? ??????。????? ? ???? ? 、 ???? ょ 。（ ）??? 、っ?、 ?? 、???。 。」（
?）????????。
?????、?
?
??????????????。????「?
??? ? ?」 、「 。??、??? っ 、 」??? 」（ ）??。 ? 「 」 、「 ?ッ 、??? 、 『 』?ィ? ? ???? ィ 。 ー??? 『 』 （
???????????。????????????????。
??? ? 、?、???? 。 ャ 、 っ
???????っ???、??????????????っ???。
?ャ??????
?????。「???」?、?????ャ???????????。?????????、 ? ? ???。??、??、
?????????。 、????
? ?
????ッ????
????、???? ーー???? ?? 「 」???。 ?? 、 ????、 ? ??? ??。
???????? 。 「 」 ??? ?
??? 、
?
??っ????
?????? 、「 」 ? っ? 。
?????、???? っ 。「
??? ? 、??? 〉。」「 。」「??? 。」「 、??? 。??? 。」「 、??? 。」「 。 ??? 。」
???????????? 、
?
??
??? ?。 、?????? 。
????
???、??ー???????????っ???。??????????????????? ? っ 。??? ? ? 、 ???? 、 ???????????。?????? 、 。
???（????????????????????。）???ゃ?? 。 ????? 。（ ?? ????? ? ??、?? ?。）??、???? ? 〉? っ っ 。??? 。（ 』。）?? っ??? 、 〉??? 。（ 。） ???
?????『??』???????????????
???????
?????????。?????????? 、 ?????? ー??? 。 ?????? ?? 「 」?っ? 、 ? 。?、? 、 。
????
?
??、?????、????????、???????、
??? 、 ? 。?????? ? 、 。
??????????っ?????、??????っ????????。???????「??」??????????、???????? 、? ? ??。? 、? 「 、??? 』 ? 。」 。???、? 「 」 「 」 ???? 。 っ 、 ャ??? ??っ? 、 っ 、??? っ 、??? ? 、 「??」 。 「 」 っ?? ?。
???????????????????????、?????
??? ?っ 。 、?????????、 、??? 。 、??ィ 。
??、??、??、???ィ? っ ャ ?、
??? ? 、??????っ 、??? っ 。 。
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?
?、「??」?????????、???
????ャ??????????????っ?????。
????
????、?????????
??
?
????。???????
????????? 、 。
??、 ?。 ????????、???
??? ? ??。????????、 。っ?? 、 ??「 」（ ） っ??? ?、???? 「 、????っ っ 。」（??? っ 、??? 、 ? ???。 ? 。
?????????????? ?
??? ? 、 『 』（?????? 「「 」 」??? 。
? ????、「??」??????????????
?? 、「 」 」「 」「 」「 、 」「 」「???」「 」「 」 「 」「 」「 」 っ??? ?
?
????????????????????
??。???????、??????????????「『??』??????」? 、 ? っ っ?「????? 」 ?????????????? ???? ? っ? 。
??、??????????????????、???????
??? 。????? 、 ? ????。 ー っ 、（??? ） ? ???? 、??? 。 、??? 、
?
????????????????
??? ?ッ??? 、 。??? 、???っ??? 。??? 、 っ??? 。
??????????、??????????、?????「?
???」
?
?????、????????????
?。???? ???? 、 。
??
?????????????????????????????????、??? 。
????????????、????????????????
???、 ? 、 ???????。
「???」?????、「??」????
?
???????、
?ャ? ?? ィ?????
?
??????、???????
??? ? ?? 、?
??????????っ?????????。????????
??? 、??? ??
???????
?
????????。
「???」??「????」 、 っ ?? 、???
??? 、 「??」（?? ） 。???「 「「 」 ? 、「??」（??）??????????っ?、????????????? ? 。」（ ） 。 ?????、? 、??? 。「 」 「 」??、 ? 、??? 。 、 、??? ? ??っ ?? 。 、??? 、 ? ィォ、 ー 、
?????????????????、????????????? 。
「???」????????、?????????。?????
?、? ??、?? っ ?
?
?????、??
?????? 。「 」 ?? ?????????? ょ??、 。『 。 ? ?????、 ?、 ?、 ???????
?
???
??? ? ???。「????」（??）?????????。?（?）?? ?「??」（『 』
?
? ? ? ? ）
??????、? ? ?? ? 、 ?????????
???????????????、?????? 。。。??
?????????????????????????????
?
????
?????? 』 、??
?
??
???）??。????????
??? ?、 ? ??? ???? 、 ? ?? ?
（?）????「 」 「 っ??
??っ 」 っ 。???? ??。
（?）?? 「?????（?）」（『 』 ??????）（?）???「? （ ）」（『? ?』 ）
? ?? ?
（?）???「????????」（『??????』??????????）（?）????「?????（??）」（『 』 ? ）（?）? ?「 ? 」（『 ????』??? ???）（?） ? 「 」（『 』?? ） 。（ ?
?
）???「????（?）」（『????』??????????）
（??） ???「 ? ? 」（『 ? ?
??? ????』?????、?????）
（??） ? 「 ? 」（『 』? ）（??） ? 『 』（ 、 ） 、
?????『??』 ? ? ????? 、「????????? ? 、 ? ? ?????????っ ?、?っ? ? ? 」?? ? 、 ? 。」 。 『?』 ? 、 ? 。
（??）????「??」 『 』 、
????? ） 、「 ? ?、 ??? ??? 。『 』 っ 。」 。?? 「??? ?
?
????」（『????』???????）?、「?
?? ?っ ? 「 」 っ 、『?? ?? ?「 」 っ 、?? ?? ? ? っ 。」
（??）????「??」（??） 。（??） ? 『 ????? 』（????、? ?? ?
??????「???????????」（『??』???????）
（??）????「???（????????
?
「????」????
?
」 （ 『 ?
???』?
?
????）
（??）??「 ? ? ー ?????????
?
」 （ 『 ?
???????? ??????????ェ??????ッ????「??? ?????????ェ??，
?
」??????『???』』
（ ?
?
?????））??。
?????????『?????』（???、???????）??っ???。
???、? 。 、 、?? ? 、????????????。????????? 。
? ??
﹇?????〕??「??????????????????????????↓
?
? 。?
??
??????
?
｝ ? 。 ? ? ? ? 」
???????????
??
?
? ? ? （
? ? ?
????。
?????????、????????????っ???。??
?????? 、 ????、????、?????っ??????????? 、?? ? 、 ? ??????? 、 ?? ????? 。 、???? 、 『 』 、??? ? ?
? ?
?????、
??? 、 ???????? ｜｜???、 。??? 、 ????? 、 っ??? 。 、 、??? 、
? ?
?
???????????????、
??? 、 っっ?? 。 ???? 、????、 、っ? 。﹇ 『 （?、?? ） 、 、
?????????????。??、????????????????????? 、 ? ?????。﹈
????????
? ? ?
??ィ????
?
??????
?
?
???
??っ??????????????????????、
?????? ????? ??? 。??? ? 、 っ 『? 』??? ?? っ 。 ??? 「???」 『 』 、 ?? ? ??、? ? っ??? 。 『 』??っ ? 、 ?『 ??』（? 、
?
??）??????????????、?????
???
?
???????
?
???
?
? 〉? ?
??
?
??? ??
?
?????????っ???。????????っ?、
??? っ??? 、 っ ー??? 。
??????、??????ェ???????、??????
??? っ 、???っ? ｜ 「 っ 」 ????ーー ? 、??? ?。 、??? 、 っ 、
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?????????、???????????????????、?????????? ? 。 、 ュー??? 、 ????? 、「 」（ ??）??? 、 。『?????』?????????? ー ? ????? 、 ? ???? 。 、??、 ???? 。 っ 、??? 、 っ?、? ?、 っっ?? 。 ????
?
???、????????????????、????
???? っ っ 。??? 『 ー 』（ 、 ）??? 、 『 』（ 、?
?）???????????っ??、????????。??
???、 ? 、??? ??
????っ?、?????????????、??（??）???。
??? 、 「 」????、 「 」 ィ ー??、 ? 、
?????????????????????????。????????、 。 ?、?????、 ? ????? 。 、??? ?????。?????、 ? ー 、??? 、 ? ???
??????、???????、??????????、???
??? ??????? 。??? ? 、 ???? 、 、「??????」（??????）、????????っ????????? 。????、『????』??????????? 『?
??? 』（ 、
?
??）????、「????????
??? 、??? ?、? ?、??? 、 「??? ?????? 。」???。 ?、 （ ）??? 、「 」 『 』
?
? ）「??」（『???』
?
? ） 「 」 （ 『 』
?
?）「?????」（『??』
?
?）???。
??????????????????? ?
???、?? 、??????
、????
?????。
??、?????????????????、????「???」
??? ???????。?????????????????、????? ?。????????????????ュー??? ? 、??、 ? ? っ??? 。
????『??? ?』（ 、
?
??）?、『???』
??? 「 」 、??????、 ? 、 ?っ?? 、 『 』??? 、 、???? 、??? 。 っ 、??? っ 。
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?
????????、????????????
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?
?????「???」?????『??????
? ?? ェ ッ 「???? ?? ?ェ ，
?
」??????『???』』???????
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?
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?
???????????、?
?
??????????????、?
????、 、 ? ????、????????????? ??????。????????????? 。
??????????????、??????????????
??? 、 「 」 ???????
?
????????。?????、「????
??? ェ
?
」???????。???
??? 、 ?????、????? 。 、??? 。 っ 、??? っ 、? 。
「??????」????????????????、????
??? ? っ 。 、????? 。??? ? 。
（?????????）
??????? ?
???????????????????、??????????
??????????????（???????????
?
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????? 、 ?
??? ??????。
??? ???? ? ?。
??? 、? 。?
???、???????
?
???、?????????????????????? 。
????????
?????? ??、? 、 、 っ??????。???、? ???? っ?? 。
?????? っ ??。
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